
通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

１
１７４

Ａ
１

（慶応４年）
（１８６８年）

聞集書
○なし
●なし

閏９月、徳川慶喜、水戸にて謹慎･恭順を表し、その誠意振りから徳川家跡
目を田安亀之助に継がせることを認める、これから始まって戊辰戦争下の動
向を伝聞し、１１月までをまとめて記事にしたもの。

紙数１５枚、
実質は１２枚

原
本

竪
綴

1 上：１０５

２
３

Ａ
１

（明治初年）１０月３０日 諸藩知事方朝集年記
○（太政官）
●（各知藩事）

明治２年藩籍奉還後、従来の藩主は旧藩領の知藩事となる。その知藩事が
朝廷･太政官に集会する順次を定め、知藩事の集会、東京在住は３ケ年に
て一周するように仕組まれている。若し１季中に閏月があれば在京期間は４
ケ月に延びる、とする。

原
本

竪 1 上：１０５

３
９０

Ａ
１

なし 布衣以大概順
○なし
●なし

「布衣」とは江戸時代では、無住無官の幕臣や諸大名の家士が着用する身
分の者のことであるが、この表はそれ以上の幕臣の役職を一覧表にしたも
の。

木版印刷、
サイズ３８×５
０ｃｍ

原
本

厚
紙

1 上：１０５

４
１００

Ａ
１

なし 大概順
正望

○なし
●なし

「布衣以上の大概順」とあるので、通し№３（これには細字で紙一面に一覧表
にしたもの）を、大きな字で見やすくしたもの。内容は同じもの。

原
本

横
半

1 上：１０５

５
９９

Ａ
１

なし 御東幸御宿割帳
○金谷宿
●なし

明治天皇が東京へ移る一行の、金谷宿における宿泊割当明細。
原
本

横 1 上：１０５

６
１７６

Ａ
１

なし
松平氏御系

（徳川家系図）
○なし
●なし

清和天皇から徳川家治までの系図。
虫喰い著
しい

原
本

巻
軸

1 上：１０５

７
９７

Ａ
１

なし 諸御大名附
○なし
●なし

尾張中納言：尾州名古屋６１万９５００石、紀伊大納言：紀州和歌山５５万５０
００石････と、御三家から始まり、知行場所と石高と共に、譜代大名１万石迄
を紹介する。

原
本

竪 1 上：１０５

8
24

Ａ
３

万延元年７月
（１８６０年）･申

差出申一札之事
○借主：五郎兵衛、下吉田村證人：粂右衛門
●河村八郎右衛門

貴方が所持する大切な品、実は私が、去る７月中、江戸で質物に入れた。こ
のことが露顕して取返しのつかないことになった。金子では済まぬことなの
で、品物を質から出し、返却すべき処、その金子の調達のこともあり、格別延
引（虫欠）、必ず約束の期日までに返済することを誓う。

原
本

状 1 上：１０５

９
１６７

Ａ
３

元治元年７月１９日
（１８６４年）

（京都大変聞書外）
○なし
●なし

「元治元年７月１９日長州藩士、京都表へ罷り越し放火、炮発等に及び候一
件、京都焼き絵図面その外、風聞書　書簡の写し、他より至来書類在中
（袋）、として、次のものが同封されている。①京都大火之節風（絵図）、②京
都大変聞書、③京都乱賊一件伝聞、④長州征伐触出の覚、⑤その他（状）。

原
本

綴
・
状

6 上：１０５

１０
２

Ａ
３

明治４年５月２５日
（１８７１年）・辛未

御尋ニ付乍恐以書付奉申上候
○遠州榛原郡金谷宿百姓：忠吉、右差添役人惣
代組頭：河村八郎次
●静岡刑法御役所

百姓忠吉は昨年６月中に金谷河原町百姓藤兵衛から買取った品を求めに
応じて列挙する。それは、小袖・下着・半天・反物・帯、等の衣類がほとんど
で、計３３品、この代金３０両１分、銀２匁５分となる。その内、３品を藤兵衛に
買い戻した、とある。

原
本

竪 1 上：１０５

地区番号：９　地区名：金谷町・柏屋（河村家）文書目録

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

１１
４

Ｂ
１

寛文１０年１１月
（１６７０年）・戌

金谷本町屋敷御改戌之御検地
帳　６冊之内

○なし
●なし

・屋敷１畝１０歩　藤太夫分与右衛門、･屋敷１畝１７歩、同人分伝左衛門、等
と展開。全部で８５名の分を列挙する。この内、分付形式になるもの延べ３３
組、内分付主は藤太夫が大部分である。最後に、屋敷反合４町１反２畝４
歩、分米４１石２斗３升、とまとめている。

紙数２０
枚、要修復

原
本

竪 1 上：１０５

１２
５

Ｂ
３

明治３年９月
（１８７０年）

奉差上申御請書之事
○なし
●なし

志戸呂村の見切山開墾に付き従来銘々が丹精し、２０町５反６畝５歩の拝借
は有難い。冥加金は１町に付き、米２斗を納めることを約束する。

原
本

状 1 上：１０５

１３
１２

Ｃ
１

（明治６年）１月
（１８７３年）・癸酉

申御年貢割付
○金谷町
●（本町：八郎次）

①高３石９斗４升（納合２斗９升３合、②高７石５斗６升（納合５斗５升３合）、③
金１両１分・永１３０文６分、２９日皆済期限。

原
本

状 1 上：１０５

１４
１１

Ｃ
１

なし　２月２５日
（未）

覚
○名主
●清五郎

１、米１斗３合、１、米１斗１合　合計米２斗４合（午・未両年分を納めるように
依頼したもの）。

原
本

状 1 上：１０５

１５
７

Ｃ
１

なし　１２月
・子

当子御年貢割付
八郎左衛門分

○金谷町
●（八郎左衛門）

１、高５石３斗４升９合、この納合１斗３升２合、１、高１０石、この納合６斗１升７
合、金３両２分、入用、とある。

原
本

状 1 上：１０５

１６
９

Ｃ
１

なし　１２月２９日
・午

当午御年貢割付
○金谷町
●（本町：八郎次）

①高３石、この納合１斗２升、代永９２３文１分、②金５両３分･永２４７文入用、
③金１５両１分･永５０文３分入用、計金２６両１分･永１７９文２分。　　　２９日
皆済也。

原
本

状 1 上：１０５

１７
１０

Ｃ
１

なし　１２月
・申

当申御年貢割付
○金谷町
●（本町：八郎左衛門）

①高６石５斗９升９合、この納合２斗６升９合、金２両３分３朱･永３２文１分、②
高１０石、この納合６斗１升７合、金４両２分入用。

原
本

状 1 上：１０５

１８
８

Ｃ
１

なし
・卯

当卯御年貢割付
○金谷町
●（本町:八郎左衛門）

①高５石３斗４升９合、この納合１斗３升２合、②高１０石、この納合６斗１升７
合、金５両入用。　　　　晦日皆済也。

原
本

状 1 上：１０５

１９
１３

Ｃ
１

なし （年貢小割覚）
○なし
●なし

１４人の小作人の年貢小割を記した文書。清七・惣助・仁平の屋敷跡より合
計３斗１升１合の年貢を納入している。

原
本

状 1 上：１０５

２０
４４

Ｄ
２

天保９年初夏
（１８３８年）・戌

宿明細書留
○河村秀篤
●なし

金谷宿に関する、石高・立人足・立馬賃・大井川山水の請負、金谷宿外との
関係明細を記したもの。

虫喰いあり
要修復

原
本

横 1 上：１０５

２１
１４

Ｄ
２

安政元年１２月
（１８５４年）・寅

申渡
○御代官：大草太郎左衛門
●金谷宿年寄兼組頭：八郎左衛門

安政元年寅１２月、大地震による金谷宿内の被害の見分を、島田役所詰の
友沢政蔵、駿府街詰木村樹蔵を差添え、八郎左衛門は代官より名主兼務を
任命された。

原
本

状 1 上：１０５



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

２２
１５

Ｄ
２

明治２年４月
（１８６９年）・己巳

乍恐以書付奉願上候
○八郎左衛門
●島田御役所

私儀、これまで名主見習いを勤めて来たが、本陣年寄も兼てきた。地方の御
用向きの務めも困難なので年寄りと名主見習いを免除されんことを願う。

原
本

状 1 上：１０５

２３
６５

Ｄ
２

明治２年１０月
（１８６９年）・巳

手扣
○なし
●なし

・諸寺院掲示の下馬札の取り払い達し、・開墾地地割の事を河原町の３役が
開墾御用役人に誓った誓詞、等がある。

紙数１１枚
原
本

横 1 上：１０５

２４
１６

Ｄ
２

明治３年５月
（１８７０年）・庚午

乍恐以書付上候
○百姓６８人連名
●島田御役所

金谷宿役人共並に小前一同のお願い、宿の名主村松貞造は去年死亡、そ
の後任に河村六郎次以下前書の者をお願いしたい、とする願書。

原
本

状 1 上：１０５

２５
１６１

Ｄ
２

なし　５月２９日 書状
○篠原熊五郎
●柏屋八郎次

依頼した測量に用いる図面の目標板を、ついでの時に役所へ届けて欲し
い、というもの。

原
本

状 1 上：１０５

２６
１７

Ｄ
４

文久２年３月
（１８６２年）・戌

人別送手形之事
○御料所大和五条庄屋：中源兵衛
●遠州金谷宿御役人：河村八郎左衛門

大和五条播磨屋長兵衛の娘よし（２３歳）が、御地金谷宿に引っ越す。今後
こちらの人別から除くので、そちら金谷宿の人別帳に加えてもらいたい、とす
る人別送状。

原
本

状 1 上：１０５

２７
１８

Ｄ
４

文久２年３月
（１８６２年）・壬戌

宗旨送り手形之事
（包み紙入り）

○大和国宇智郡五条駅講御堂
●遠州金谷宿国正寺

五条播磨屋長兵衛の娘よし（２３歳）は先祖より真言宗で講御堂の檀家に相
違ない。この度稼ぎ勝手で金谷宿に引っ越すので宗旨を送り、こちらの寺宗
帳より除き、貴寺宗帳に加えて欲しい、とする宗門送り状。

原
本

状 1 上：１０５

２８
１９

Ｄ
４

明治４年１０月
（１８７１年）・辛未

人別送一札之事
○島田郡方御持場遠州榛原郡金谷宿与頭:河村
八郎次
●遠州敷知郡大久保村御名主中

当金谷宿百姓福井市三厄介福井源次倅の房吉（３４歳）が、今般御地大久
保村の岩重方へ内縁、養子として入る申しであり、よって当地の人別帳から
除くので御地の人別帳に加えて欲しい、とする宗門送り状。

原
本

状 1 上：１０５

２９
２１

Ｄ
４

明治５年１１月
（１８７２年）

復籍之事
（包み紙入り）

○第７４区戸長：江馬竹三郎、副長：馬渕金吾
●第３区戸長：河村六郎、副長：河村八郎

浜松県管轄第７４区遠江国敷知郡大久保村鍛冶職養父谷野岩吉死亡、そ
れで御地に養子に入っていたもと金谷鍛冶職福井源吉の次男が離縁復籍
を願出てきた。それで大久保村から戸籍を除くので、金谷宿への加籍をお
願いしたい。

原
本

状 1 上：１０５

３０
１２１の１

Ｄ
４

宝暦１３年２月
（１７６３年）・未

朝鮮人来朝ニ付　太田摂津守御
用書物入

○なし
●なし

書状２点、朝鮮人御馳走用掛かり名簿１点、計３点の袋。
原
本

袋 1 上：１０５

３１
１２１の２

Ｄ
４

宝暦１３年２月
（１７６３年）・未

金谷宿朝鮮人御馳走用掛り名簿
○なし
●なし

家老 河野加右衛門､用人 山田新左衛門、用人 林源太夫、大目付 福嶋清
左衛門、賄方 織本兵八、賄方 近藤伴平、勘定人 鈴木窪右衛門、勘定人
和田嘉蔵、以上、「当未年分」の札一枚挿入、とあり。

原
本

状 1 上：１０５

３２
１２１の３

Ｆ
１

宝暦１３年２月
（１７６３年）・未

（朝鮮人通行并出役人の泊り宿
に付き書状）

○織本直左衛門
●柏屋八郎左衛門

泊り宿、先年のとおり入用、信使用２５・６軒、出役用１２・３軒、都合３７・８軒
（書状９月２０日付）

原
本

状 1 上：１０５



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

３３
１２１の４

Ｆ
１

宝暦１３年２月
（１７６３年）・未

（朝鮮人通行に付き面談打合せ
の書状）

○近藤伴平　織本兵八
●柏屋八郎左衛門、柏屋五郎右衛門

書状（２月朔日付き）包み紙共、朝鮮人の御用せまって来たので打合せした
い、明後３日に伺う、と報せたもの。

原
本

状 1 上：１０５

３４
５０

Ｆ
１

安政７年正月
（１８６０年）・申

入置申證文之事
（包み紙いり）

○五郎兵衛
●河村八郎左衛門

大切な白差１腰､小石側松屋半左衛門より確かに受取った。これをお渡しす
るが、万一それが出来兼る場合は１５両間違いなく納める、とする證文。

原
本

状 1 上：１０５

３５
８２

Ｆ
１

なし　１０月１６日
・巳

覚
○金谷宿：八郎次
●なし

酒代・蟹代・椎の実代、この請取書。
原
本

状 1 上：１０５

３６
１０３

Ｇ
１

万治３年より
（１６６０年）

金谷宿御出張御陣屋書物
○略
●略

万治年間から始まり、延宝・貞享・宝永・正徳・享保・元文年間の覚書等を収
録する。その中で享保年間のものが最も多い。助成金・拝借金利金の覚・金
谷助郷村の差上げ状・大井川材木の伐出し、筏下げの覚、火事への対処の
覚、金谷町御伝馬役覚書などがある。表紙の裏に、「宿方大切の書物故、み
だりに他見許すべからず」とある。

紙数１７４枚
金谷宿史料
集に掲載

原
本

竪 1 上：１０４

３７
２８

Ｇ
１

享保４年
（１７１９年）

松平大和守様御馬并御役人衆
御宿割帳

○（藤沢本陣：牧田源右衛門）
●（柏屋本陣）

①馬８疋（吉左衛門裏）、②使者の仕払役人２（横町弥兵衛）、③馬方役人
１、御眼附役人１、馬方小役の者１、その中間１（横町伝兵衛）、④馬付足軽
６（庄兵衛）、⑤馬付中間１６、暫籠持６（吉左衛門）、⑥提燈持中間１８、手明
中間５、中間支配の者１（惣兵衛）、⑦立笠持９､合羽籠持６（介右衛門）、上
下計１０４人程、とある。

原
本

横 1 上：１０４

３８
１１３

Ｇ
１

延享５年５月
（１７４８年）・辰

朝鮮人参向帰国御馳走御大名
様方上馬宿付諸色直段付

○なし
●なし

５月１５日来朝の節、当金谷宿昼休、６月１９日帰国の節、当金谷宿にて御
休、大名方の御馳走、下宿割りを記録したもの。来朝時は、加州様御役人下
宿割、佐竹右京太夫様役人下宿割、松平出雲守役人下宿割、阿部豊後守
役人下宿割あり、帰国の時、以下省略。

原
本

横
半

1 上：１０４

３９
１１２の１

Ｇ
１

（延享５年
（１７４８年）・辰

朝鮮人御用書状（１）
（包み紙入り）

○浜松御本陣：伊藤平左衛門
●柏屋八郎左衛門

朝鮮人通行の節、大井川の渡し賃は上馬役人・中馬役人共無賃で越してい
るのか、委細知らせるよう、松平加賀守より仰付られたことを通告する書状。

虫喰い著
しい

原
本

状 1 上：１０４

４０
１１２の２

Ｇ
１

（延享５年）５月２日
（１７４８年）・辰

（書簡）
○加賀屋七郎左衛門
●柏屋八郎左衛門

旅籠代金を３名の者が支払わなかった。それで六左衛門と相談。その後舞
阪・浜松の両本陣に頼み入り、３人に支払うように伝える。とにかく委細は面
会の折に申上げる。

虫喰いあり
原
本

状 1 上：１０４

４１
１１４

Ｇ
１

延享５年
（１７４８年）・辰

朝鮮人帰国之節榊原小兵太様
御馳走御宿割帳

○御宿極役人
●関口与左衛門

御使上下､副使上下、足軽等　総人数上下１６４人、となっている。
原
本

横 1 上：１０４

４２
115の1

Ｇ
１

（延享５年）
（１７４８年）

覚
（宿泊代金の事）

○なし
●なし

榊原様：人数１４２人、引馬２人、この代金３６貫文、とあり。
原
本

状 1 上：１０４

４３
115の2

Ｇ
１

なし （下宿割帳の断片）
○なし
●なし

御本使、御副使：王寺、足軽衆：伝蔵などの記載あり。
原
本

状 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

４４
115の3

Ｇ
１

延享５年３月１１日
（１７４８年）・戊辰

借用申金子之事
○金谷本陣：柏屋八郎左衛門
●榊原小平太様御内:具原杢太夫

朝鮮人帰国の節の預かり證文、それは、金２両、この宿割り費用を差出人が
一時負担した、という書付である。

原
本

状 1 上：１０４

４５
115の4

Ｇ
１

なし　２月１３日
覚

（諸色見積覚）
○なし
●関口与左衛門

朝鮮人帰国の節の諸色値段を書上げる。
原
本

状 1 上：１０４

４６
１１５の5

Ｇ
１

なし （封袋）
○なし
●なし

宿札１３枚、旅籠「判鑑」（はんかがみ）１枚の袋紙。
原
本

状 1 上：１０４

４７
115の6

Ｇ
１

なし （こより札）
○なし
●なし

こより状の巾３ｃｍ、長さ８ｃｍほど（文字記入の部分）の書付の付箋か？「御
徒目付１１枚　五左衛門」などの記載あり。

原
本

状 7 上：１０４

４８
115の7

Ｇ
１

なし （紙札）
○なし
●なし

１番、４番２組、計人数２９人、宿割りに関するものか？
原
本

状 1 上：１０４

４９
115の8

Ｇ
１

延享５年３月１１日
（１７４８年）・戊辰

榊原小平太様御下宿割帳
○なし
●なし

榊原家来：具原杢太夫：関口与左衛門一行の宿割帳、宿数計１３軒、凡１４２
人、旅籠代の手付金として２両受取る、具原杢太夫、とあって、下宿先（医王
寺外）と人数を記録している。

原
本

横 1 上：１０４

５０
２９

Ｇ
１

寛延３年１２月
（１７５０年）・午

預申金子之事
○宿賄年寄：伴右衛門、町代：市左衛門・只右衛
門、年寄：三右衛門、問屋：六郎兵衛･五郎太夫
●八郎左衛門

金合３０両、これは当暮の宿賄金不足で貴方から借用したもの。年利２割、
期限は来る未年１１月末とし、元利ともに返済を約す。

紙劣化、虫
喰いあり

原
本

状 1 上：１０４

５１
159の1

Ｇ
１

宝暦１２年６月
（１７６２年）・午

（朝鮮人来聘使書類一括）
○（柏屋・外）
●柏屋･外

「朝鮮人来朝諸用留帳（表紙のみか否か不祥）小沢来之」には、未年朝鮮人
の来朝に備え宿の見分やら島田代官手代が絵図を作成したと記している。
柏屋に小沢清五郎なる人物がいて宿の準備に当たっていた。その外断簡が
一括されている。その一括の中に、俳句関係の一紙あり、別の袋に分けて処
理した。

原
本

状
外

一
括

上：１０４

５２
１１６

Ｇ
１

宝暦１２年６月
（１７６２年）・午

朝鮮人来朝御用諸事扣
弐番

○柏屋八郎左衛門
●柳川 田中茂兵衛　外

冒頭は柳川藩田中茂兵衛宛の下書き、内容は、「当冬朝鮮人が来朝のため
に、これに関わる宗対馬守一行で一杯となろう、もし大井川満水ともなると大
変なことになるから寺院を手配する」というもので、他藩へも同様なことを伝え
ている。この外、朝鮮通信使の宿割りなどが記録される。この外に、２６ヶ村へ
助郷の要請（人足２２名、馬７疋）も同封。

虫喰いあり
原
本

状
・
半
横
状

2 上：１０４

５３
３０

Ｇ
１

宝暦１２年１２月
（１７６２年）・午

借用申金子之事
○問屋:五郎太夫、年寄：五郎右衛門、川庄屋：三
郎右衛門、外に、組頭３・宿惣代１１名連印
●八郎左衛門・弥八郎

金１３０両、これは当午年暮、宿中困窮に付き、借用し宿賄に当てた。利足１
割５分、返済は来る未年の宿助成金が入ったときとする。

原
本

状 1 ○
上：１０４
下：８８

５４
１１７

Ｇ
１

宝暦１３年正月
（１７６３年）・未

一札之事
○金谷本陣：八郎左衛門　外２名
●清水御役目付:小櫛八蔵

朝鮮時の帰国に際し、送り馬や御用の差上げ品々、御用馬：６頭、外１頭、
御飼料箱６つ、外１つ、四洗舟３ツ、手桶３ツ、柄杓３本、などが記されてい
る。

原
本

状 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

５５
119の1

Ｇ
１

宝暦１３年正月
（１７６３年）・未

朝鮮人帰国之節送御馬田安様
御用書物（包み紙）

○なし
●なし

表題に関する文書６通の包み紙。
原
本

包
紙

1 上：１０４

５６
119の2

Ｇ
１

宝暦１３年正月
（１７６３年）・未

一札之事
○金谷本陣：八郎左衛門、同所問屋：五郎右衛
門、年寄：と郎右衛門
●田安御殿御目付：村上兵左衛門

朝鮮人帰国の際の送り馬等に関する損料、旅籠料、馬の飼料等を書上げ
る。

原
本

状 1 上：１０４

５７
119の3

Ｇ
１

宝暦１３年９月
（１７６３年）・未

（朝鮮人帰国宿割り事）
○田安（目付）：村上兵左衛門
●なし

休息人数割り：惣人数８０人、外に、馬附中間・長持人６０人の宿請負に遅滞
なきようとの申しつけ。

原
本

状 1 上：１０４

５８
119の4

Ｇ
１

宝暦１３年正月
（１７６３年）・未

田安様御馬御下宿割帳
○なし
●御徒目付：村上兵左衛門

朝鮮人の帰国の際の田安様一行１８０人の宿割り、御徒目付村上兵左衛門
外を、国勝寺・七左衛門・小左衛門・七右衛門等に割り付ける。

原
本

横 1 上：１０４

５９
119の5

Ｇ
１

宝暦１３年正月
（１７６３年）・未

（宿札の順序書付）
○田安（目付）：村上兵左衛門
●なし

「宿札」の認め方に付き指示、つまり、藤沢弥三郎休　丈長紙に、　村上兵左
衛門、外の者に付いては、小ぶりにするように、との指示あり。

原
本

状 1 上：１０４

６０
119の6

Ｇ
１

宝暦１３年
（１７６３年）

（国勝寺の間取図）
○なし
●なし

朝鮮人帰国の節、田安様一行が休伯の国勝寺の間取図。部屋割りは不明。
原
本

絵
図

1 上：１０４

６１
119の7

Ｇ
１

なし （休伯所愛知図）
○なし
●なし

朝鮮人帰国の際、田安様一行の割付宿の位置図、外。
原
本

絵
図

1 上：１０４

６２
119の8

Ｇ
１

なし　１０月８日 （文書入り袋）
○田安　橋本嘉助、中川郡蔵
●金谷宿本陣　問屋

袋の表書きには、金谷宿　差出人、宛名のが書かれているが、袋の中には
文書はない。

原
本

袋 1 上：１０４

６３
122

Ｇ
１

宝暦１３年４月２８日
（１７６３年）・未

上杉大炊頭様御用書入朝鮮人
来朝御馳走

○金谷宿本陣:柏屋八郎左衛門
●上杉大炊頭

朝鮮人来朝に伴う上杉大炊頭出馬人数宿割申附書で、その場所は：長光寺
外、〆宿８軒、出馬７疋、馬小屋建屋の代金請取の覚（柏屋八郎左衛門から
若狭屋長太衛門）、書状：若狭屋から柏屋宛（先日８疋分の馬小屋について
は１１疋になった旨の書状）外あり。

原
本

状 6 上：１０４

６４
１２３

Ｇ
１

宝暦１３年４月２９日
（１７６３年）・未

酒井藤太郎様朝鮮人来朝御馳
走

○金谷宿本陣：八郎左衛門　外２名
●橋御徒目付:鈴木嘉兵衛

・「差上申證文之事」：朝鮮人帰国の際、送馬御用達、御役人の昼休宿の御
用を仰付られこれをお受けする、といった意味のことが書かれている。・金谷
宿休宿利生寺３８人、外、覚２通。

原
本

状 4 上：１０４

６５
120-1

Ｇ
１

宝暦１３年４月２９日
（１７６３年）・癸未

覚
○柏屋八郎左衛門
●浜松御本陣:杉浦助右衛門

朝鮮人来朝の折、金２００疋、酒井藤太郎様が出馬とその関係人数を指出し
た、金谷宿での宿割りと御用向きを仰せつかったので、目録の通りにおこ
なった。その際の請取一札を入れ置く、とある。

原
本

横 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

６６
120-2

Ｇ
１

宝暦１４年２月
（１７６４年）・甲申

一札之事
○金谷御本陣:柏屋八郎左衛門、外２１名
●大津伝左衛門・藤井吉右衛門

朝鮮人来朝の折、松平陸奥守様の御馬とその人数が当宿に宿泊した。御用
達の大津伝左衛門と藤井吉左衛門が来て、厩立や旅籠等を定める。これを
引き受けたからには本陣や下宿まで少しも落度のないようにすることを誓う。

原
本

横 1 上：１０４

６７
120-3

Ｇ
１

宝暦１３年正月
（１７６３年）・癸未

差上申願上之事
○八郎左衛門、外２人
●小櫛八蔵

朝鮮人帰国の際、馬やその掛かりの役人衆が当宿で休息する。このことでど
のような言いつけがあっても遅滞なく御用を務めることを誓う。

原
本

横 1 上：１０４

６８
120-4

Ｇ
１

なし （朝鮮人来朝厩立下宿勤の事）
○なし
●なし

宝暦１３年冬、朝鮮人来朝の節、当所にて休息した際、厩立・下宿共に仰せ
付けられた。当所は大井川場所で満水や滞留もあり、手狭な宿なので、朝鮮
人旅籠、対馬守様の下宿等で宿の残りがない。このような状態である。このこ
とを飛脚便でしらせたもの。

原
本

横 1 上：１０４

６９
120-5

Ｇ
１

宝暦１３年正月
（１７６３年）・癸未

指上申證文之事
○八郎左衛門、外２人
●柏　十蔵　外１名

当冬、朝鮮人帰国の際、馬と役人衆の休息について御用を仰せ付けられ
た。その節少しも滞りなく御用を務めることを誓う。

原
本

横 1 上：１０４

７０
120-6

Ｇ
１

宝暦１４年２月
（１７６４年）・甲申

覚
○金谷御本陣:柏屋八郎左衛門
●鈴木官右衛門　外１名

朝鮮人江戸参府の節、出役、旅籠代金書面のとおり金３０両也、慥に受取
る。

原
本

横 1 上：１０４

７１
120-7

Ｇ
１

宝暦１３年１月
（１７６３年）・癸未

差上申證文之事
○八郎左衛門　外
●一橋御徒目録：鈴木嘉兵衛

当秋冬（宝暦１３年）朝鮮人帰国の際、馬と役人衆の御用を仰せ付けられ
た。どのようなことがあろうとも滞りなく御用を勤めることを誓う。

原
本

横 1 上：１０４

７２
120-8

Ｇ
１

宝暦１３年４月２９日
（１７６３年）・癸未

酒井藤太郎様御出馬御人数　　（金
谷宿御宿割　利生寺）

○利生寺　外５軒
●金谷御本陣

酒井藤太郎が関係する朝鮮人帰国に付き、金谷の利生寺に宿泊。本使上
下２３人、副使諸役人３０人程、外５０人程の御用を仰せつかった。旅籠等の
値段が決まり次第宿泊に心掛けて賄等も間違いなくつとめる。

原
本

横 1 上：１０４

７３
120-9

Ｇ
１

なし
覚

（朝鮮人来朝之御宿割）
○手塚茂左衛門
●奥平大膳太夫

本使宿５人程、副使５人程、役人宿１２人程が宿泊する。その増減について
は追て指示を得たい。朝鮮人来朝の節の宿割りは、７月５日に参る予定。

原
本

状 1 上：１０４

７４
120-10

Ｇ
１

宝暦１３年正月
（１７６３年）・癸未

朝鮮人来朝帰国共ﾆ御用覚書入
○小沢清五郎
●なし

朝鮮人来朝時に、それに関わった人々の宿泊人数とその代金等が記載され
た書類の包み紙である。その裏書に、「金子２００疋　嘉十」とある。

原
本

包
紙

1 上：１０４

７５
120-11

Ｇ
１

なし 雑
○欠
●欠

覚７、書状３、その他　朝鮮人帰国に付き休宿等請負いに関する断簡３０、反
古紙にしたもの３、がある。

原
本

状 33 上：１０４

７６
124-1

Ｇ
１

宝暦１３年６月９日
（１７６３年）・未

袋
○なし
●なし

袋表に次の記述がある。　「朝鮮人帰国の節、送り高、真田伊豆守様御宿割
帳、御宿札６枚、諸色帳面入り、御宿割、関四郎助様」。

原
本

袋 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

７７
124-2

Ｇ
１

なし　６月２日
なし（宿割先触）

（包紙あり）
○真田伊豆守内石川新八
●金谷駅休朝鮮人懸り本陣中

朝鮮人帰国、江戸より舞阪まで乗馬が必要、そのために役人を派遣する、金
谷駅では昼休みをとるのでこれを報せる。

原
本

状 1 上：１０４

７８
124-3

Ｇ
１

宝暦１３年６月９日
（１７６３年）・未

朝鮮人帰国之節御馬御人数真田伊豆
守様御下宿割帳

○なし
●なし

関田庄助様の宿割り、その引請宿の医王寺、惣人数９３人、とある。
原
本

横 1 上：１０４

７９
124-4

Ｇ
１

宝暦１３年６月
（１７６３年）・未

前欠（人馬休宿請負状）
○金谷本陣:柏屋八郎左衛門
●真田伊豆守様御内：関田庄助

朝鮮人帰国に際し、金谷宿が乗馬馳走、人数休宿を仰せつかった。確かに
引き受けるとし、柏屋・医王寺の名のもとに「本使・添使・役人・足軽・中間・馬
を挙げている。

原
本

状 1 上：１０４

８０
124-5

Ｇ
１

なし　２月１０日
なし

（朝鮮人帰国休宿先触）
○真田伊豆守内：関田庄助
●なし

朝鮮人帰国の節、乗馬馳走、人馬差出と宿割りの件に付き、人数の変更あ
り、先に９３人と告げたが８９人に馬１１疋となった。このことを知らせる。

原
本

状 1 上：１０４

８１
124-6

Ｇ
１

宝暦１３年６月９日
（１７６３年）・未

覚
○金谷宿:柏屋八郎左衛門
●関田庄助

朝鮮人帰国の節は馬・休宿・馳走・その代金、合８両、銀３匁４分９厘を預か
り、一式確かに引き受けるとし、費用の細目を挙げている。

原
本

状 1 上：１０４

８２
124-7

Ｇ
１

なし 覚
○なし
●なし

昼、旅籠１人分、２１７文、飼桶１ツ１６４文、下足たらい１ツ２４８文、厩建１金
分･･････等と記載する。金子会計の記載はない。

原
本

状 1 上：１０４

８３
１２６

Ｇ
１

宝暦１３年７月１日
（１７６３年）・未

朝鮮人来朝之節奥平大膳太夫様御馳
走馬宿付帳（袋入）

○金性寺
●御宿割:手塚茂右衛門

①奥平・飯嶋伊左衛門・平塚茂右衛門から藤枝本陣青嶋治右衛門･村松伊
右衛門宛（９月１５日）で､本使上下３人、副使上下３人、役人３人、足軽１３
人。②奥平大膳太夫内、平塚茂右衛門から金谷本陣柏屋八郎右衛門宛（８
月１７日）で、先日の礼状、③廻状（８月１７日）で、奥平大膳太夫内桜井紋兵
衛外５、休み１、本使上下４人、役人３人、、足軽１６人、以上の依頼。

原
本

袋
状

3 上：１０４

８４
１２５

Ｇ
１

宝暦１３年７月９日
（１７６３年）・未

秋田佐竹様御馬請書物
○なし
●なし

朝鮮人来朝に伴う秋田佐竹様へ準備宿数及び人馬等の覚で、宿数８、昼休
宿６軒、人数計１０９人、馬１４疋、馬小屋１４軒、飼葉桶等がある。

原
本

状 4 上：１０４

８５
１５０

Ｇ
１

（宝暦１３年）７月９日
（１７６３年）・未

（朝鮮人帰国宿継廻状）
○金谷宿本陣:佐塚佐次右衛門
●掛川宿･見附宿・浜松宿御本陣衆中

水戸様より朝鮮人帰国の節の送り馬の件、各宿本陣へ請印し回覧するようと
の申し継ぎ状で、差出人･受取人の署名捺印あり。

原
本

状 1 上：１０４

８６
１３０

Ｇ
１

宝暦１３年８月
（１７６３年）・癸未

覚
○金谷御本陣：柏屋八郎左衛門
●宮内岡右衛門

銀３匁４分、御宿旅籠一人分、これは当冬、朝鮮人帰国の際奔走しお世話
いただいた分、とある。

原
本

状 1 上：１０４

８７
127-1

Ｇ
１

宝暦１３年８月９日
（１７６３年）・未

金谷宿御休
○金谷宿御本陣：柏屋八郎左衛門
●会津少将御内：古山六郎・外井与野右衛門

朝鮮人帰国の節、宿割りについて、専求院･作右衛門に夫々申し付けたが、
焼失等不都合が生じた場合は外に相応の宿を申しつけられるよう注進する、
との一札。

原
本

状 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

８８
127-2

Ｇ
１

宝暦１３年８月９日
（１７６３年）・未

覚
○柏屋八郎左衛門
●会津少将様御内:古山六郎・外井与野右衛門

朝鮮人帰国の際の厩小屋がけ注文の通り、申し受け、手付金２両を受取る、
との證文。

原
本

状 1 上：１０４

８９
127-3

Ｇ
１

宝暦１３年８月９日
（１７６３年）・未

差上申一札之事
○金谷本陣:柏屋八郎左衛門
●会津少将様御内:古山六郎・外井与野右衛門

朝鮮人帰国の節、旅籠代等、先年の値段を以って仰付られるも、諸品高直
に付き、脇々様並にと願出たところ、先年の値段より増してくださった。有難く
お請する、との一札。

原
本

状 1 上：１０４

９０
127-4

Ｇ
１

（宝暦１３年）２月
（１７６３年）・未

書簡
○松平肥後守内：舟橋次右衛門
●柏屋八郎左衛門

朝鮮人帰国の送り馬、休み所らについて、諸事よろしく頼む、焼印・木札２枚
を遣わすので食事の手配についても宜しく頼む、との依頼状。

原
本

状 1 上：１０４

９１
127-5

Ｇ
１

（宝暦１３年）２月２４日
（１７６３年）・未

（飛札）
○松戸肥後守内：高橋利助
●金谷宿：柏屋八郎左衛門様御手代

泊り宿の平野屋へ守り袋を忘れたので、お世話ながら請取の上、この者に渡
して欲しいとの飛札。

原
本

状 1 上：１０４

９２
127-6

Ｇ
１

（宝暦１３年）２月
（１７６３年）・未

覚
○木藤九右衛門・大嶋益右衛門
●金谷御本陣

金谷宿休泊の人数７５人、馬１６疋、内４０人・馬１６疋は専求院、３５人は作
左衛門にそれぞれ宿割りする。

原
本

状 1 上：１０４

９３
127-7

Ｇ
１

宝暦１３年８月９日
（１７６３年）・未

朝鮮人帰国之節御馳走鞍置馬拾五
疋会津様御用物

○会津様御鞍器具　法性山専求院
●御宿極：古山六郎・外井与野右衛門

御使者・客殿　御休宿・厩裏方丈、御医師・御徒目付・客殿左ノ方、上記の
休泊所。

原
本

包
紙

1 上：１０４

９４
127-8

Ｇ
１

（宝暦１３年）
（１７６３年）・未

金谷休　専求院
○専求院
●なし

朝鮮人帰国の際の休伯、宿割、専求院＝使者・侍・医師・徒目付。作左衛門
＝役人・下乗・馬医・組頭役　外。

原
本

横
帳

1 上：１０４

９５
128-1

Ｇ
１

宝暦１３年８月２１日
（１７６３年）・癸未

朝鮮人帰国之節松平直次郎様
御馬拾疋御宿割帳

○なし
●御宿割：宮内岡右衛門、御小役人：篠原治郎左
衛門・高橋与八

松平家中の宿割り、家臣名とその人数、旅籠名を記載する。旅籠一人に付
き、銀３も匁４分とある。

同類の書
付３点あり

原
本

横
帳

3 上：１０４

９６
128-2

Ｇ
１

なし　８月１３日
金谷柏屋八郎左衛門

（包紙）
○松平直治郎内：遠山次郎左衛門・鯉郷鱗之進
●柏屋八郎左衛門

朝鮮人来朝の際、人馬提出 宿割等 相談し、かつ近村の案内をして欲しい
（家来を差し遣わすので）、との依頼。

原
本

状 1 上：１０４

９７
128-3

Ｇ
１

なし　３月８日
金谷御本陣柏屋八郎左衛門
（包み紙）

○松平直次郎内：宮内岡右衛門
●柏屋八郎左衛門

先に連絡した宿割り人数より減ったので承知して欲しい、とあって、更に続け
て３軒の旅籠名と宿泊人数を記している。

原
本

状 1 上：１０４

９８
128-4

Ｇ
１

なし　１０月２６日 金谷御本陣柏屋八郎左衛門
○松平直次郎内：宮内岡右衛門
●柏屋八郎左衛門

朝鮮人帰国の際、松平家中より送られた書簡。
原
本

状 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

９９
129-1

Ｇ
１

宝暦１３年８月２５日
（１７６３年）・未

朝鮮人帰国之節松平越中守様御地走
御馬宿割帳
８月２１日御宿割御着

○なし
●なし

御宿割：美濃部久治、旅籠請：米屋久右衛門、御馬請：長谷部忠右衛門と
あって、あとは、松屋忠兵衛が１９人日用共に御本使３間、市郎左衛門が足
軽５人、中間１０人、通り馬２疋、などと記録している。外に「松平越中守様御
馬宿割帳入」りと記した袋もある。

原
本

包
み

1 上：１０４

１００
129-2

Ｇ
１

宝暦１３年１月２３日
（１７６３年）・癸未

宿札
○松平越中守様本使：神山武左衛門、添使：山上
強右衛門
●なし

宿札＝①松平越中守内堀田五郎右衛門、②同嶋田左五右衛門、③同馬附
足軽・中間、④同左　⑤同　⑥同左　⑦同左の７札。

原
本

紙
札

7 上：１０４

１０１
129-3

Ｇ
１

宝暦１３年
（１７６３年）

馬宿札
○なし
●なし

予州松山より出された馬宿札。朝鮮人の帰国の際に出されたもので、２番宿
から６番宿までの５枚ある。

原
本

紙
札

5 上：１０４

１０２
129-4

Ｇ
１

宝暦１３年８月１１日
（１７６３年）

書状
（包紙入り）

○松平越中紙内畑三郎兵衛・堀池半左衛門
●金谷宿休朝鮮人掛り出陣中

当冬、朝鮮人来朝の節、江戸より舞阪まで乗馬を差し出すことで役人を派遣
させた。彼等の休伯のことを頼む、とある。

原
本

状 1 上：１０４

１０３
129-5

Ｇ
１

宝暦１３年
（１７６３年）・癸未

（宿札引替の報せ）
○米屋久右衛門
●金谷御本陣：柏屋八郎左衛門

御本使神山武左衛門・御添使上強右衛門の御宿札２枚、先日の宿札御引
替え願いたい。

原
本

状 1 上：１０４

１０４
129-6

Ｇ
１

宝暦１３年８月２１日
（１７６３年）・癸未

覚
○金谷御本陣：柏屋八郎左衛門
●なし

２４０文、昼旅籠御一人分、朝鮮人帰国の際、金谷宿で休息した代金は前記
のとおりなのでお報せする。

原
本

状 1 上：１０４

１０５
129-7

Ｇ
１

宝暦１３年
（１７６３年）・癸未

覚
○なし
●なし

松平越中守が金谷宿に宿泊した際のもの。御本使１９人、御添使６人、小役
人８人、足軽５人、中間１０人、馬７疋等を記載する。

原
本

状 1 上：１０４

１０６
１３５

Ｇ
１

宝暦１３年９月１１日
（１７６３年）

朝鮮人来朝之節仙台様御用書
付

○なし
●なし

・松平陸奥守様御馳走宿割帳（２冊）・（横帳）。・下宿割り下書（状４枚）：・松
平陸奥守内大宮喜左衛門・半田伝左衛門より柏屋八郎左衛門にあてたもの
＝先年の通り休所のことで相談したい。・金谷本陣柏屋より御役人衆へ＝休
所満水時などの事で対策打合せ。・覚＝御休は先年の通りで、１人１汁３菜１
８０文とする（連絡の覚）。

横帳：２
状４

原
本

横
と
状

6 上：１０４

１０７
１３１

Ｇ
１

宝暦１３年９月１７日
（１７６３年）・未

朝鮮人帰国之節清水様御馳走
御馬宿割帳

○小槍八二郎・富永金次
●なし

当９日、朝鮮人送りの助馬御用の節、昼休みしたく、その手当・人数を記した
もので、池田作左衛門外１９名に対し、上分１９人、下分６８人、馬７疋として
いる。

原
本

横 1 上：１０４

１０８
１３３

Ｇ
１

宝暦１３年１０月
（１７６３年）・未

朝鮮人来朝榊原式部大輔様御
馳走馬書付包

○なし
●なし

朝鮮人御用の事（昼旅籠に付き打合せ）で、榊原式部大輔内原八十助より
金谷柏屋八郎兵衛宛の書状。札払・昼旅籠差略・いせ屋金四郎請合の事な
ど、覚書き紙片などが在中。破損袋内に紙数５点。

原
本

状 1 上：１０４

１０９
132-1

Ｇ
１

宝暦１３年１０月１４日
（１７６３年）・未

朝鮮人帰之節松平下総守様御
馳走馬御宿割帳

○なし
●なし

朝鮮通信使帰国に当たり、松平下総守の宿割り。奥平市衛門分２１人、馬１
疋、横田八郎太夫分１６人、馬１疋、森久太郎分６人、河村庄次分８人、足軽
８人、上馬５匹。

原
本

横 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

１１０
132-2

Ｇ
１

宝暦１３年１０月
（１７６３年）・未

朝鮮人帰国松平下総守様御馳
走馬御宿割帳入

○松平下総守内奥平市左衛門
●金谷宿休朝鮮人通本陣中

宿札：奥平市左衛門・横瀬八郎太夫・森久太郎・河村庄次、その人馬割振
り、計４６人、馬５疋、外３通。奥平市左衛門から金谷宿本陣に宛の書状：昼
休処、宿に付き聢申し付ける、とするもの。

原
本

状 5 上：１０４

１１１
134-1

Ｇ
１

（宝暦１３年）
（１７６３年）

包紙
○なし
●なし

摂津守死去につき、若狭・越前守へ世話役を命じている。
原
本

包
紙

1 上：１０４

１１２
134-3

Ｇ
１

宝暦１４年正月２４日
（１７６４年）・申

太田摂津守様御馳走御役人御
馬通行之節宿割帳

○なし
●なし

人数１８６名、馬２疋の宿割り、馬送りの際に片旅籠（宿泊で朝食か夕食かの
どちらか一方）で出立する者、人数９１人、馬４疋の宿割り。

原
本

横 1 上：１０４

１１３
134-4

Ｇ
１

なし
三官使参向之節金谷出役藤枝
の送り人数宿割帳

○なし
●なし

朝鮮通信使の来朝の節、金谷への出役、藤枝まで送る役人、人足の宿割
り。

虫喰いあり
原
本

横 1 上：１０４

11４
134-5

Ｇ
１

なし　１２月・未
御鷹通行之節金谷出役藤枝追
送り人数休泊宿割帳

○なし
●なし

朝鮮への献上鷹の通行の際、金谷へ出役、足軽等の宿泊宿割り、藤枝へ送
る役人、足軽の昼休み宿割り。

原
本

横 1 上：１０４

１１５
134-6

Ｇ
１

宝暦１４年正月２日
（１７６４年）・申

朝鮮国献上御鷹通行之節旅籠
払帳

○なし
●なし

朝鮮国献上の鷹の通行の際、出役、足軽の宿泊料の明細を記す。掛川太
田摂津守御馳走役人は朔日の昼より出役している。

原
本

横 1 上：１０４

１１６
134-7

Ｇ
１

宝暦１４年２月
（１７６４年）・申

太田備後守様御馳走　三官使参
向之節金谷出役藤枝え送宿割
帳

○なし
●なし

朝鮮三使の参向の折、金谷へ出役、藤枝まで送る役人、足軽の宿割帳。
原
本

横 1 上：１０４

１１７
134-8

Ｇ
１

なし 献上御荷物通行之節宿割
○なし
●なし

献上の荷物通行の役人、足軽等の宿割帳。
原
本

横 1 上：１０４

１１８
134-9

Ｇ
１

宝暦１３年１０月４日
（１７６３年）・未

御出役御宿割帳面(包紙）
○なし
●なし

太田摂津守馳走役人、朝鮮人参内、御鷹・御馬御荷物の節、御出役御宿割
帳面の包み紙。

原
本

包
紙

1 上：１０４

１１９
134-10

Ｇ
１

なし （宿割帳）
○なし
●なし

朝鮮通信使来朝のための宿割り。付箋がはがれ不明瞭。
原
本

状 1 上：１０４

１２０
１３６

Ｇ
１

宝暦１４年１月
（１６６４年）・申

朝鮮人来朝之節松平陸奥守様
御下宿札入

○なし
●なし

・仙台御馳走御馬宿割帳正月晦日御宿割御着明細、・朝鮮人来朝に付き松
平陸奥守様参向之節御宿割帳明細。・奥山喜左衛門柳沢茂三郎、柏屋八
郎左衛門様馬宿の掛札、・仙台御下宿札、・大伴半六組、惣人数４４６人。

横帳２
状３

原
本

袋 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

１２１
３１

Ｇ
１

宝暦１４年２月２日
（１７６４年）・申

正使・別使・従事・小童預り物帳
○申正月２日柏屋八郎左衛門
●金谷御役所

正使・副使・従事官の預かり物。①食器・木杓子・荷桶・手桶・魚洗桶等の桶
類、釜・鍋・五徳・火鉢・十能・包丁・味噌越等の４３品目、②上々官３人の預
かり物４０品目、③小童８人の預かり物６品目を列挙する。

原
本

横 1 上：１０４

１２２
１３７

Ｇ
１

宝暦１４年２月９日
（１７６４年）・申

来朝分御馳走馬御宿割帳
○（金谷宿カ、不祥）
●なし

人数４５０人、２月９日下り休、３月２５日上り休、酒井修理太夫・上杉大炊頭・
奥平大隅太夫・佐竹次郎・松平陸奥守・榊原式部大輔・立華左近将監、とあ
り。

原
本

横 1 上：１０４

１２３
１３８

Ｇ
１

宝暦１４年２月９日
（１７６４年）・申

三官使御休之絵図
来朝分

○なし
●なし

宝暦１４年、三官使来朝、２月９日金谷宿にて休息、その際、誰がどこの宿に
入ったかを示した絵図面。各宿には予め「６畳８間」などと部屋の大きさが示
してあり、その上に役職・人名又は「用宿」などと記した貼紙がしてある。その
宿を休息に利用したのだ。ちなみにその貼紙の数は街道筋の北側が６７軒、
南側が４７軒に及んでいる。

サイズ：４１
０×２７．５ｃ
ｍ絵図翻
刻したもの
有

原
本

状 1 上：１０４

１２４
１４０

Ｇ
１

宝暦１４年３月２５日
（１７６４年）

朝鮮人来朝帰国（包紙）御馳走
馬鞍替具・御大名様旅籠払帳面
入

○なし
●なし

・来朝お休み：仙台様・佐竹様・上杉様・奥平様・酒井様・柳原様・柳川様の
７名。　　・覚：金１５１貫４１８文請取、納所２月１０日、・帰国：会津少将様・松
平下総守・真田伊豆守・松平越中守・予州松山小笠原伊豆守、田安家・一
橋家・清水家様。・覚：金３両と銭４７２文の請取状　医王寺、柏屋八郎左衛
門、・覚：１両８２４文外１００文、長光寺　伊左衛門｡

横帳２、状
４が入る。

原
本

袋 1 上：１０４

１２５
139-1

Ｇ
１

宝暦１４年３月２５日
（１７６４年）・申

請取申御旅籠代之事
○金谷宿御本陣役：八郎左衛門、同所問屋：五郎
太夫、同所年寄：五郎右衛門
●清水御殿：河内文内・小松与左衛門

銭５貫６７３文（この金１両１分６４８文）、御徒目付衆中２人、御馬下乗衆中１
人～都合１７人、御賄新組方１人外都合３２人、これは朝鮮人帰国の節、送り
馬御用で３月２５日当家に昼休みする、その旅籠代金として受取る。

原
本

状 1 ○
上：１０４
下：８８

１２６
139-2

Ｇ
１

宝暦１４年３月２５日
（１７６４年）・甲申

請取申御馬建諸色代之事
○金谷御本陣：八郎左衛門、同所問屋：五郎太
夫、同所年寄：五郎右衛門
●清水御殿：河内文内・小松与左衛門

朝鮮人帰国の際、金谷宿で賄った金銭等が書かれている。馬６疋・飼料桶６
ツ、外種々の代金合計：６貫３７９文､金１両２分・３４９文。

原
本

状 1 上：１０４

１２７
139-3

Ｇ
１

（宝暦１４年）
（１７６４年）・申

なし
（田安家・一橋家宿料の件）

○なし
●なし

田安様人数６６人、一橋様人数５９人の宿料につきて記録する。田安家計１３
貫５７文、一橋家計１２貫９７１文となっている。

原
本

状 1 上：１０４

１２８
139-4

Ｇ
１

（宝暦１４年）３月９日
（１７６４年）・申

（廻状送りの報せ）
○江尻御本陣：寺尾与右衛門
●金谷御本陣：柏屋八郎左衛門

増山対馬守様お泊りの節、御廻状を白木の箱に入れて送った。受取り次第
写してもらいたい、との通知。　裏面：「１５７貫７２文　御地」とある。

原
本

状 1 上：１０４

１２９
139-5

Ｇ
１

（宝暦１４年）
（１７６４年）

（宿泊人と宿泊所・宿泊料）
○なし
●なし

本町伊左衛門宅には、河野茂助外上り下りで計１５人、代金９貫文、などと
いったふうに記録する。

原
本

横 1 上：１０４

１３０
139-6

Ｇ
１

（宝暦１４年）３月２５日
（１７６４年）・甲申

覚
○金谷御本陣：柏屋八郎左衛門
●村井磯左衛門・宮内吉右衛門

朝鮮人帰国について、金谷宿で使った金銭が列記されている。人数３２人分
の旅籠代１人に付き３匁４分である。計１０８匁８分。

原
本

状 1 上：１０４

１３１
139-7

Ｇ
１

（宝暦１３年）３月２４日
（１７６３年）

口上
○金谷：柏屋八郎左衛門手代:清五郎
●なし

①御三卿の御休宿、②清水御殿様の宿、③水戸様の御宿、これは先日申
上げた通りですので、お知らせします。

原
本

状 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

１３２
139-8

Ｇ
１

なし　３月２８日 覚
○金谷御本陣:八郎左衛門
●田原銀蔵･里見儀左衛門

①１貫６３７文（１３人分の昼旅籠代）､②４貫９６６文（４５人分の昼旅籠代）、こ
れ慥に受取る。

原
本

状 1 上：１０４

１３３
139-9

Ｇ
１

なし　３月２８日 （宿泊添言）
○川御会所（金谷）
●柏屋八郎左衛門

一橋様御小人御目付福井忠右衛門様、この者の宿泊について添言するの
で、この者をよろしく頼む。御印は後日に。

原
本

状 1 上：１０４

１３４
139ー10

Ｇ
１

なし　３月２８日日 覚
○なし
●なし

①長者１２人平右衛門、②藤沢弥三郎様２８人御宿伴右衛門、③１３人角谷
三郎右衛門、④人数９人六左衛門、⑤９人馬３疋源七、⑥馬３疋９人伝兵
衛、以上６通りの川越関係の覚書。

原
本

状 6 上：１０４

１３５
139-11

Ｇ
１

欠 断簡
○欠
●欠

①金１００疋、②２両６分と９７４文、③田安様　申３月２５日金３両１分･銭６１７
文、④御荷物２駄、川越１６人、台越４丁、⑤川越１１人分代１貫６４８文、⑥５
名の川越人足が６５人を渡している覚書、⑦馬３疋外を６名で川越した代金、
⑧３月２６日書簡　外。

川越関係
断簡

原
本

状 9 上：１０４

１３６
１４１

Ｇ
１

宝暦１４年３月
（１７６４年）･申

太田備後守様御役人御出役朝
鮮人帰国之節并御返物之節宿
割帳

○なし
●なし

３月２１日藤枝着、大井川満水にてご滞留、２５日御渡川　金谷休み、出役宿
割人数計１３５名、ご返物人数計１１３名。

横帳１入り
原
本

包
袋

1 上：１０４

１３７
１６０

Ｇ
１

宝暦１４年３月
（１７６４年）・申

（朝鮮人使節関係書類）
○なし
●なし

・太田備後守御役人宿割帳包紙（２月９日金谷休下り、３月２５日金谷休
み）、・宝暦１３年未正月５日清水様御用書付（帰国）、・紀州様御馳走馬（申
正月２５日）、・辰２月１３日帰国之節御馬諸事値段書付の包紙、榊原小平太
様。

原
本

包
紙

4 上：１０４

１３８
１４２

Ｇ
１

宝暦１４年
（１７６４年）・申

朝鮮人帰国御馳走馬　　　小笠原
伊予守様御用書付

○越前屋治兵衛
●金谷村：柏屋八郎左衛門

勝野縫之丞・熊井津太夫一行１４～５名昼食仕度よろしく、とある。包袋紙背
文書：金谷町組頭佐次右衛門より島田宿新右衛門宛で、彦兵衛娘を当町清
五郎の妻とするとする、宗門引取状を記載。

原
本

状 2 上：１０４

１３９
１４３

Ｇ
１

宝暦１４年
（１７６４年）

朝鮮人来朝之節御馳走馬
○御馬宿：八郎左衛門
●立花左近将監

駕籠の者の看板、襟模様、合羽むね輪違い模様デザイン。
原
本

状 1 上：１０４

１４０
３４

Ｇ
１

享和２年８月
（１８０２年）・戌

御分間御絵図御用宿方明細書上帳
東海道榛原郡金谷宿

○なし
●なし

①金谷宿明細書（正徳元年）、②嶋田宿・日坂までの人馬、荷物賃銭の写し
（安永３・天明５・寛政10）、③社寺徐地写し、④金谷宿西・牧野原村境より宿
入り口まで、往還並松長さ外を収録する。

紙劣化、ぼ
ろぼろ、
紙数５２枚
要修復

原
本

竪 1 ○
上：１０４
下：８８

１４１
３６

Ｇ
１

享和３年６月
（１８０３年）・亥

差上申御請書之事
○大久保安芸守領分東海道小田原宿問屋：左次

●道中御奉行

例年のことであるが二条大坂御番衆方交代の通行の節、兼てより先触れに
より宿方準備可能となるが、川支えその他で泊りの日限が予定と異なる場合
がでてくるが、この対応に付き了解した、とする請書。

原
本

状 1 上：１０４

１４２
４１

Ｇ
１

文政８年４月
（１８２５年）・酉

御用具合壱番
河村八郎左衛門扣

○なし
●なし

文政８年４月より書き始め、「古き書物等、河村六郎兵衛手扣写し取る」とあ
る。①金銀貨引替令（酉２月）、②人馬賃銭５割増し（文政８年）、③諸大名は
小休に宿内端し茶屋を利用しているが、本陣を利用するようお願い（文政
８）、④銀１００目、嶋田・金谷両伝馬役人共寄進のこと、など、本帳面は「御
用留」の一種。

紙劣化、貼り
つき開平不
可・欠字もあり

原
本

横
半

1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

１４３
４３

Ｇ
１

天保７年４月１２日
（１８３６年）・丙申

（堺御奉行川支御逗留の事）
○なし
●なし

堺御奉行跡部山城守が御用御召し御参府により、ご家老・御用人等５人と共
に４月１２～１５日まで川支えで柏屋に逗留。その時、柏屋の由緒など質問さ
れ、安永２年２月２７日大坂御目付が御役にて御登、御泊りなど答える。それ
で裃拝領する。

原
本

状 1 上：１０４

１４４
111-1

Ｇ
１

天保１４年
（１８４３年）・卯

阿州様より御扶持米代金頂戴扣帳河村
八郎左衛門秀篤

○河村八郎左衛門秀篤（表紙）
●なし

阿州様より扶持米代金を頂戴し、そのお礼の手紙を重役に出している（９月１
８日付２通、５月１４日付２通）。

虫喰い・紙
貼りつき
５枚綴り

原
本

横
半

1 上：１０４

１４５
111-2

Ｇ
１

天保１４年閏９月
（１８４３年）・卯

書状
（包紙入り）

○清瀬亀次郎・井上弥門太　外３名
●遠州金谷宿：河村八郎左衛門

年々通行の砌渡している扶持方代、当年は通行がないが、この節請取の希
望の由、雑賀雄太郎まで願いの趣、このこと承知した、との返事。この通知
状、後ろ半分は虫喰い紙開閉不能。

虫喰い・紙
貼りつき

原
本

状 1 上：１０４

１４６
111-3

Ｇ
１

（嘉永５年）２月２９日
（１８５２年）

書状
○長　治作
●嶋田宿御下役：置塩藤四郎

河村八郎左衛門病死のこと、お気の毒。この八郎左衛門の家名を継いで川
揚げ御用向きも勤めたいとのこと、委細承知した。この承諾の書状。後半に
河村八郎左衛門秀教から長治作に宛てた右件の願状あり。写しか？

原
本

状 1 上：１０４

１４７
111-4

Ｇ
１

嘉永５年３月１３日
（１８５２年）・子

書状
○河村八郎左衛門秀教
●長　治作

私の親八郎左衛門病死、このこと嶋田宿置塩藤四郎よりお届けした。ついて
は私、父の後を継ぎ、八郎左衛門と改名、父同様に川場御用勤めのことお
願いしていた処、このこと承諾されたので、そのお礼を述べた書状。

虫喰い、紙
疲弊

原
本

状 1 上：１０４

１４８
４８

Ｇ
１

弘化３年５月７日
（１８４６年）・午

書状
（金子添包紙付）

○河野加賀右衛門・石立寅之丞・清瀬亀次郎
●遠州金谷宿御本陣：河村八郎左衛門

去る巳年５月より当午年４月までの１２ヶ月御扶持方代、飛脚使を以って送っ
たので請取の程、として、金７両２分２朱・銭３２１文、銀４６０目４分８厘、米５
石３斗１升とある。

虫喰い目
立つ

原
本

状 1 上：１０４

１４９
８９

Ｇ
１

嘉永３年８月
（１８５０年）・戌

本陣由緒書上下調
八郎左衛門

○寺西直次郎御代官所東海道金谷宿御本陣職：
八郎左衛門
●飯田文右衛門・萩野寛一

本陣由来の提出を求められたので帳面に仕立て提出したもの。それによると
次のようである。先祖河村弥七郎は慶長年中徳川家康が駿洲表へ見えた
時、数度案内御用を勤めた。また阿茶局とは格別の縁があり、家康の懇意を
賜ったとの申しつたえもあり、弥七郎は金谷にて跡式相続倅柏屋河村八郎
左衛門（初名八九郎左）は家康上洛の際御目見得、金谷宿・嶋田宿に屋敷
拝領、諸役御免、元和年中より通行の大名頼みによってその休泊を勧め、
寛永年中より一般に本陣と称するようになった。以下続く。

紙数５枚
原
本

竪 1 上：１０４

１５０
５１

Ｇ
１

安政７年閏３月
（１８６０年）・申

差上申一札之事
○伝馬人惣代：平八等３３名連印、六郎等１１名の
連印奥書あり
●八郎左衛門

故八郎左衛門勤役中、宿方の世話をよくし、餘荷助郷など願取りされて丹精
の勤功があった。それ故に今般一同衆評の上、右助成の内、１年分を香料と
して霊前に手向けることに決定した。これは町惣代その外一同納得の上であ
る。

虫喰い著
しい

原
本

状 1 上：１０４

１５１
５２

Ｇ
１

万延元年１２月
（１８６０年）・申

差上申一札之事
○吉右衛門等３０名連印
●河村八郎左衛門・佐塚佐次右衛門

川方通行１割請負に付き、去る辰より当申年迄５ヶ年季、本陣と旅籠屋が請
負が、この場合本陣御両家が辰・巳年２ヶ年半分に、あとの３ヶ年は旅籠屋
御役頭中が申し請る。又来る酉年より丑年まで５ヶ年季も前と同様の割合で
請負ことに示談決定。

虫喰い目
立つ

原
本

状 1 上：１０４

１５２
５３

Ｇ
１

万延元年１２月
（１８６０年）・申

御請書之事
○惣代：吉右衛門・惣十・栄蔵・元左衛門　外２７名
●河村八郎左衛門・佐塚佐次右衛門

川端１割刎請負金、去る午年より当申年まで３ヶ年の揚高頂戴し割賦した。こ
のことの一札。

虫喰い目立
つ

原
本

状 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

１５３
５４

Ｇ
１

万延２年正月
（１８６１年）・酉

乍恐以書付奉願上候
○金谷宿：河村八郎左衛門
●跡部伊賀守様御同人中

来る春、和宮様御下向、この件につき、宿の手広などについて問い合わせ
があった。当方としては十分手広な宿と回答しつつも、実際の見分を願う。

原
本

状 1 上：１０４

１５４
101-1

Ｇ
１

（元治元年）
（１８６４年）

阿州様御扶持方御渡御書付入
○金谷駅御本陣：河村八郎左衛門
●なし

この書物猥に遣わすべからず、とある。 袋に５点入り
原
本

袋 1 上：１０４

１５５
101-2

Ｇ
１

なし　（１２月２１日）
覚

（袋入り）
○御賄所
●河村八郎左衛門

金（虫）７両１分２朱、銭１９１文、扶持方代渡す。
袋表書付「去る丑５月から寅４月迄の分、慶応３年正月２６日受取」とある。

虫喰い著
しい

原
本

状 1 上：１０４

１５６
101-3

Ｇ
１

(慶応元年）１１月１１日
（１８６５年）・丑

覚
○阿州賄所
●川村八郎左衛門

金１９両・銭５２６文、銀１貫４４匁８分７厘、米５石３斗２升５合、相場石に２１５
匁、両替６０目１匁１００文、但し３人御扶持昨年子５月より当丑４月迄日数３５
５日分（これは慶応元年１１月１６日飛脚から受取る）。

原
本

状 1 上：１０４

１５７
101-4

Ｇ
１

元治元年１０月
（１８６４年）・子

覚
○阿州田所
●（河村八｝郎左衛門

金１４両１分２朱、銭４８５文、米５石３斗１升（虫）、但し、８人扶持、昨亥５月
朔日から当子４月２９日迄日数３５４日、後欠。

原
本

状 1 上：１０４

１５８
101-5

Ｇ
１

慶応４年３月７日
（１８６８年）・辰

（扶持米請取）
（包紙いり）

○河村八郎左衛門
●なし

金３９両１分２朱・銭３１９文、銀２貫３６５匁４分６厘、米５石７斗４升５合。
虫喰い著
しい

原
本

状 1 上：１０４

１５９
101-6

Ｇ
１

慶応３年４月２６日
（１８６７年）・卯

覚
（包紙入り）

○御賄所
●河村（八郎左衛門）

金５３両３分・銭７００文、銀３貫２３１匁４分、米５石３斗２升５合、包紙には、慶
応３卯５月３日受取る、とある。

虫喰い著
しい

原
本

状 1 上：１０４

１６０
５６

Ｇ
１

慶応元年１２月
（１８６５年）・丑

奉拝借御金之事
○市郎平、次八郎、八郎左衛門　等５名
●島田御役所

金１００両也、これは宿方賄いに付き借用したもの、この返上納は来る春、い
つ何時でも入用の節、御心がけ次第とする。

原
本

状 1 上：１０４

１６１
５７

Ｇ
１

慶応２年９月１７日
（１８６６年）・寅

御進発御供御役々様御帰村御
日割中書留

○金谷宿問屋：六郎右衛門、年寄：千四郎
●なし

寅９月２日付きで、筑前・摂津・播磨守の名で宿々に触れ出した注意書きで
ある。徳川家茂が急死（２年６月）し、第２次征長中止、幕府軍引き上げとな
る。そのための各宿混雑を予想して、引揚げ軍に発したお触れを、各宿場に
も報せ、引揚げが混乱しないよう行われることを配慮したもの。

虫喰い多く、
字欠、紙貼り
付き開平困難

原
本

竪 1 上：１０４

１６２
５８

Ｇ
１

慶応３年１２月
（１８６７年）・丁卯

弐番日記
河村千十郎秀俊（花押）

○なし
●なし

慶応３年１２月１日より記録し始め、明治２年７月２９日迄記録している。その
記載要領は大井川を上り下りする主な者（大名・公家・官軍などを含む。）も
のの様子、柏屋泊り又は小休の事に触れている。当時の社会の動きが、大
井川通行を通して、見えてくる。

虫損、紙劣
化、紙数６６
要修復

原
本

竪 1 上：１０４

１６３
98-1

Ｇ
１

明治２年４月４日
（１８６９年）・巳

乍恐以書付奉願上候
（書簡）

○金谷やど御本陣：佐塚佐次右衛門
●岡様御役人

不寝番に者が承知しておりながら寝過ごしてしまった。夜明けとなり家内一
同驚き起こしたが御発駕時刻に遅れてしまった。このことで詫びの一札。

原
本

状 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

１６４
98-2

Ｇ
１

明治２年４月４日
（１８６９年）・巳

乍恐以書付奉願上候
（書簡）

○金谷やど御出入御本陣：河村八郎左衛門
●岡様御供立御役人

太守様御止宿仰付られたが、去去寅年（慶応２）の大火にて今仮住居のため
佐塚佐次右衛門方にご案内したが、御発駕の刻限におくれるという不調法
をしでかし恐縮している次第、以来御休伯の御用も仰付られず途方に暮れ
ている。何卒格別の御仁恵をもってご寛容くださるよう歎願申上げる。

原
本

状 1 上：１０４

１６５
98-3

Ｇ
１

（元治２年）４月２２日
（１８６９年）

書簡（包紙あり朱書　中川修理太夫様御藩
也）

○清水五左衛門
●金谷宿御本陣河村八郎左衛門・佐塚左次右衛
門

この度主人が通行の砌の事と重役より聞き及んでいるが、この節の事は格別
に赦免することを私から申し遣わす（朱書で包紙に次のようにある「此尊簡明
治２年４月２６日棒頭持来るの処、拙者他出に付き家内共にて請取り同月２８
日帰宅し拝見する）。

原
本

状 1 上：１０４

１６６
98-4

Ｇ
１

（明治２年）４月２８日
（１８６９年）・巳

書簡
○佐塚佐次右衛門・河村八郎左衛門
●清水五左衛門

大安様止宿の際の不調法、御仁恵をもって御赦免頂いたことへのお礼を述
べる。

原
本

状 1 上：１０４

１６７
７７

Ｇ
１

（明治２年）１０月１７日
（１８６９年）・巳

覚
（宿泊木銭覚）

○柏屋
●川方御中

松岡万様関係、１０月３日～１７日までの宿泊人合計１６人、昼旅籠２１人、こ
の銭２９貫２００文、内田惣五郎様（同様）この銭１０貫６００文。別紙あり：内田
様、松岡様の詳細代金が記されている。

原
本

状 1 上：１０４

１６８
９５

Ｇ
１

（明治３年）
（１８７０年）・午

東海道金谷宿御伝馬役歩行役名前扣
河村八郎次秀俊控

○なし
●なし

御伝馬役１５３名、歩行役７８名の人名と役料を列挙する。
原
本

横
半

1 上：１０４

１６９
６０

Ｇ
１

（明治初年）
（群生掛り外改役・郡方等島田御陣屋御
詰榛原城東・志太・益津・佐野・都而拾
万石御支配相）

○なし
●なし

沼津から藤川までの駅詰・下役を記載する。ちなみに、嶋田は駅詰：関永太
郎、下役：神方栄蔵、金谷は駅詰：星野専弥、下役：小沢留吉とある。

原
本

状 1 上：１０４

１７０
６２

Ｇ
１

なし　３月８日
・子

廻状
○舞阪宿：宮崎伝左衛門
●浜松宿より丸子宿迄御本陣中

先日三島の定吉・六太夫より、松平石見守様への内願書認めの扣書が廻っ
てきた。これに銘々書き加え、回送を願う。

原
本

状 1 上：１０４

１７１
６３

Ｇ
１

なし　３月
・丑

（御本陣昼食に付き道中方より達
し）

○御道中方
●なし

下間・粟津・浅井・大野・久野・中村の６名の名前を挙げ、本陣昼食を差し出
すように、と指示している。

原
本

状 1 上：１０４

１７２
１４４

Ｇ
１

なし　３月９日
・卯

覚
○大大隅・荻近江・仙丹波・本弾正
●東海道美濃路御料私領宿々問屋年寄

朝鮮人来聘道中人馬宿往来役割触廻状通達：先年の扣帳からこの度改め
て作成したもので、御料・私領を問わず問屋年寄まで人馬割りの事、間違い
なく徹底させること。

原
本

竪 1 上：１０４

１７３
７９

Ｇ
１

なし　閏１０月９日
・午

覚
○丸子宿：次三郎
●上

宿泊代・飲代・喰い共に、計３朱・３貫５２４文。
原
本

状 1 上：１０４

１７４
６７

Ｇ
１

なし　２月１８日
・亥

（出入用達申渡状）
（包紙入り）

○仙台道中方：一条十郎
●金谷宿本陣：川村八良左衛門

「川村八良左衛門に出入用達を申し渡す」とする申渡状。
虫喰い酷く
劣化

原
本

状 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

１７５
６８

Ｇ
１

なし　４月１２日
・丁亥

（伝馬手形）
○なす
●右宿中

「伝馬１疋駿府まで間違いなく出すように」とする意味のことが記載されてい
る。

原
本

状 1 上：１０４

１７６
８０

Ｇ
１

なし　１２月
・亥

覚
○弥五右衛門
●河村八郎左衛門

御津金割合、近藤様へ繰替え上納割合、巳年地方皆済取り込み分の計金８
５両・永９７文、外に、川堤開築取替わり金分あり、とする。

原
本

状 1 上：１０４

１７７
１４５

Ｇ
１

なし　２月４日
書簡

（対州様御宿割の件）
○神谷三郎右衛門
●柏屋八郎左衛門

対州様の御宿割４軒との申し継ぎの内、料理等の申しつけは２軒、馬宿３
軒、下宿へは対州様御用下宿のかけ札をつける等の条文あり。

原
本

状 1 上：１０４

１７８
１５８

Ｇ
１

なし　３月７日 （淀札四枚）
○なし
●なし

南部大膳太夫様当所１１日御泊り：奥瀬伊右衛門様上下１３人、難波元右衛
門様上下７人、気田新兵衛様上下２人、豊巻新右衛門様上下２人、とあり。

原
本

札 1 上：１０４

１７９
１４７

Ｇ
１

なし　３月７日
書簡

（宿割につき伺い）
○金谷本陣：柏屋八郎左衛門
●宮内岡右衛門

朝鮮人帰国の宿割について、兼て約束の下宿のことで不埒なこともあり、長
光寺１軒には本使より馬建までまとめての宿勤めをしないとの伺い書。

原
本

状 1 上：１０４

１８０
１４８

Ｇ
１

なし　３月７日
書簡

（止宿願）
○五嶋淡路守内：大窪官兵衛
●柏屋御本陣：八郎左衛門

金谷宿について、朝鮮人御馳走場故、それに差し障りなき宿割りを用意して
欲しい。

原
本

状 1 上：１０４

１８１
１８５

Ｇ
１

なし　３月１９日 書状
○横田三左衛門
●置塩藤四郎・河村八郎左衛門

宿便を以って申し上る。組合同勤の願いは、別紙の通り送ったので御覧願
う。前の宿場同様にお願い申上げる。入用の者の申しでがあれば差上げて
いただきたい。万万よろしくお取り計らい願上げる。

原
本

状 1 上：１０４

１８２
１４９

Ｇ
１

なし　３月２５日
書簡

（休伯受取書の件）
○田原紀蔵・里見儀右衛門
●金谷宿御本陣中

昼支度を無札で請けた茂十郎殿家来の分、１１０文を添えてあるので、先の
２人分の受取書と合わせて３人分の受取書を差し超すよう手配されたい。

原
本

状 1 上：１０４

１８３
８１

Ｇ
１

なし　４月２７日
書状（「島田方取締より金谷川方
御取締中様」とあり）

○嶋田方手代松本豊吉外２名、取締：二宮快蔵・
置塩藤四郎
●河村八郎次

大井川金谷方、従前の役人４名に仰せ付けられ、諸事不都合のないように
申合せたとの申越し、承知した。

原
本

状 1 上：１０４

１８４
１５４

Ｇ
１

なし　７月１７日 願書
○金谷御本陣：柏屋八郎左衛門
●桑名様・奥平様・酒井・小笠原様

朝鮮人来朝の節、御馳走馬宿の築立に付き、大井川は他所と異なり、防水
の時の用意も必要、と書き付ける。

原
本

横
半

1 上：１０４

１８５
８７

Ｇ
１

なし　１０月９日 覚
○川坂屋にて：末広源一郎
●河村八良次　佐塚半三郎

御札箱一つ、人足２　受取る、とあり。
原
本

状 1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

１８６
８８

Ｇ
１

欠 覚
○なし
●なし

亥年、①元金１０両、利金４両（島田御役中へ上納する分）､②元金１５両、利
金７両、永２００文・・・・・・と書き付ける。合計金の記載はなし。拝借金の覚
か？

原
本

状 1 上：１０４

１８７
９２

Ｇ
１

なし
品川より伏見迄　御本陣并御七

里継所
○なし
●なし

伏見からはじまり品川までの本陣の取扱者を載せる。例：金谷＝河村八郎左
衛門・佐塚佐次右衛門、島田＝置塩藤四郎、大久保新右衛門・村松九郎次
など、外に宮より福井まで、伏見より松江まで等の宿から宿の距離を記載す
る。

サイズ6×13
ｃｍの小帳
面

原
本

帳 1 上：１０４

1８８
９４

Ｇ
１

なし 宿明細書留
河村八郎左衛門

○なし
●なし

金谷宿・河原町高、御伝馬并歩行役地子免許、人馬数・人馬賃銭５割増し・
３割増し、大井川川越し人足数、大井川深浅値段実法、大井川堤通り・水
防、往還並松長さ（村数１４ヶ村）、助郷４９ヶ村（高１２２１２石）の村々、外、多
くの項目を上げ、コメントしている。

紙数２２枚
虫喰い激し
い

原
本

横
半

1 上：１０４

１８９
８６

Ｇ
１

なし 御馬附官人御献立
○なし
●なし

次官と中官の献立が記録されている。次官の例を挙げると次の通り。膾に
は、鯛・ねぎ・大根・栗・金柑、汁には、油げ・豆腐・きじ・大根、香の者には、
奈良漬うり・沢あん漬け、濃蒸には、油げ・くり・つくねいも･･････と続く。

原
本

状 1 上：１０４

１９０
１０７

Ｇ
１

なし （本陣絵図面）
○東海道金谷宿御本陣：佐塚佐次衛門
●なし

土間、板敷、湯殿（４）、料理の間（１２畳）、雪隠の外に畳の部屋が１６畳
（１）、１０畳（２）、９畳（２）、８畳（４）、７畳（１）、６畳（８）、４畳（１）、３畳（２）、と
あり、３疋の厩もある。

サイズ：３４
×６３ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０４

１９１
１０４

Ｇ
１

なし （金谷宿本陣絵図面）
○東海道金谷宿御本陣：河村八郎左衛門
●なし

表間口１９間半、奥行４０間、湯殿４ヶ所、雪隠９ヶ所、別棟として、下雪隠（半
潰）、厩・土蔵・物置・池が描かれている。　　貼紙多数あり。

サイズ：８２
×４０．５ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０４

１９２
１０８

Ｇ
１

なし （本陣柏屋絵図）
○なし
●なし

「表間口１９間半、奥行４０間、湯殿４ヶ所、雪隠９ヶ所」と記載あり、東西往還
に沿い何面は冠木門あり、門の中の広さ４２坪、玄関２間半、その中の全て
の部屋を図示する。北に裏門あり、門外には谷沢川が流れている。裏門前に
板橋あり案内の黒線あり。

サイズ５５×
９９．５ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０４

１９３
１０５

Ｇ
１

なし （金谷宿町割図）
○なし
●なし

菓子屋、白木屋、米屋、仲屋、掛川屋、近江屋、小松屋、山科屋、和久屋、
以上９軒の間口、奥行、二階か平屋、畳数、建坪を記載する。

サイズ５３０
×２１５ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０４

１９４
１５１

Ｇ
１

なし （朝鮮人来朝諸侯使者宿割）
○宗対馬守内樋口兼右衛門、多田作左衛門、森
川仲
●金谷御本陣：柏屋八郎左衛門

朝鮮人来朝に付き、松平備後守・板倉美濃守　外5名の使者の昼休から下
宿まで、対馬屋助衛門、松屋清兵衛、両人への宿割り願い。

原
本

状 1 上：１０４

１９５
１５２

Ｇ
１

なし
覚（朝鮮人帰国に付き馬宿請負
の事）

○なし
●楢本長右衛門

朝鮮人帰国の馳走、紀州様へ馬宿よりの請負の覚、馬３２疋の内訳、新三・
源七６名と馬1宿分（３～５疋）の木銭３５文、大豆１升代４８文、刈菜１貫代１２
４文、粃１升代１０文、わら１疋分１２文、などと記載。

原
本

状 3 上：１０４

１９６
１５６

Ｇ
１

なし 絵図（宿場割当）
○なし
●なし

朝鮮人金谷宿割の図、金性寺小路。
サイズ２７×
３７ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

１９７
１５７

Ｇ
１

なし
（池田作左衛門様宿泊部屋割絵
図）遠州金谷宿

○なし
●なし

７人分の支度仕事、計２３人、部屋は６畳１間、７．５畳１間、８畳２間、１５畳１
間、仏間と勝手２、土間、離れ有り。

原
本

絵
図

1 上：１０４

１９８
９６

Ｇ
１

なし
（本陣絵図・本陣屋敷、間取り得
ず）

○東海道金谷宿本陣：河村八郎左衛門
●なし

「表間口１９間半、奥行４０間、湯殿４ヶ所、雪隠９ヶ所」と記載あり、海道に沿
い南面に冠木門あり、門の中の広さ４２坪、玄関からと床の間のある「御上段
８畳」まで赤の点線で示している。北に裏門あり、門外には谷沢川が流れて
いる。

サイズ９３
（南北）×４０
ｃｍ

原
本

絵
図

1 ○
上：１０４
下：８８

１９９
118-1

Ｇ
２

宝暦１３年9月１７日
（１７６３年）・未

朝鮮人帰国の節一橋様御馳走
馬御宿割帳

○榎本市郎左衛門
●なし

朝鮮人帰国の送り馬が昼休みするに当たっての、その宿割と絵図で、それ
は利生寺の絵図と宿割表。

包紙入り
原
本

絵
図

2 上：１０５

２００
118-2

Ｇ
２

宝暦１３年正月
（１７６３年）・未

一札之事
○金谷御本陣：八郎左衛門、同所問屋：五郎兵
衛、同所年寄：五郎右衛門
●一橋御徒目付：鈴木喜兵衛

朝鮮人帰国の節、送り馬の御用を間違いなく勤めること、馬の飼料から薬ま
で細かく指導している。

原
本

状 1 上：１０５

２０１
118-3

Ｇ
２

なし　２月８日 書簡
○榎本市郎左衛門
●柏屋八郎左衛門・清五兵衛

絵図面の宿割付けの通り、旅宿の不足がないように取り計らって欲しい、もし
絵図面の通り出来ない時は早速連絡してほしい。

原
本

絵図
と状 1 上：１０５

２０２
３３

Ｇ
２

天明８年１１月
（１７８８年）・申

道中御奉行根岸肥前守様御掛御留役万年三
左衛門様御奉行所江差上候書付六郎右衛門
（問屋年寄惣代）

○なし
●なし

①差上申一札之事＝金谷宿問屋が当年５月御巡見方の通行の際、人馬差
し障りの不埒の件ありその詫状、②差上申一札之事＝日坂宿・金谷宿両助
郷村々の助郷免除願（１４ヶ村）、それも差村候補を挙げての願いであった
が、結局７ヶ村の代助郷に終っている。

原
本

竪 1 上：１０５

２０３
５９

Ｇ
２

（明治３年）３月
（１８７０年）・午

当分助郷の下達
○民部省静岡藩
●遠州榛原郡３３ヶ村城東郡１７ヶ村佐野郡２ヶ村
５２ヶ村

この５２ヶ村は、金谷宿へ、村高の緒引きの残高をもって、当午年４月１日か
ら追って沙汰あるまで当分助郷を申し付ける。宿方より触れ次第人足を出す
ように。

原
本

状 1 上：１０５

２０４
６９

Ｇ
２

なし　３月１５日 大急ｷﾞ刻付廻状
○金谷宿問屋・年寄
●柏原村より始め、白羽村まで１６ヶ村御役人中

昨１４日島田役所より呼出あり出頭した処、１６ヶ村は餘荷助郷、当１２月で年
季明けになるが、尚続いて勤めよとのこと、このことで来る１８日村々主立つも
の一人ずつ当宿に印形持参の上出張されたし。

原
本

状 1 上：１０５

２０５
９１

Ｇ
２

なし （助郷差村の事）
○なし
●なし

金谷宿、島田の助郷、金谷代助郷村・差村　等、北は千頭、南は御前崎、西
は天竜流域まであげている。

原
本

状 1 上：１０５

２０６
８５

Ｇ
２

なし 覚
○（金谷宿）
●なし

５倍賃の積もり　御川渡、１、金２７１両、但し、人馬勤数に応じ、宿助郷相当
に割合、この金高の内、過半は助郷に渡すべきこと、などと、一つ書きで４ヶ
条まである。

原
本

状 1 上：１０５

２０７
８３

Ｇ
３

天明８年１０月
（１７８８年）・申

天明年中大井川越瀬義御糺之
節書上写

○両宿役人連名（島田・金谷宿）
●山本亦助・村井喜蔵

大井川越立て・近年度々川支えがあって、公儀も旅人も困っている。又川明
けの節は混み合い、多くの者が支障をきたしている。なぜ川筋が多くなって
いるのか、の質問に、島田・金谷両宿が回答したもの。また身成・伊久美・神
座村の桶越の由緒はあるのか否か、その公儀の設問に回答を出している。

紙数8枚
原
本

横 1 ○
上：１０５
下：８８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

２０８
３５

Ｇ
３

享和３年４月
（１８０３年）・亥

大井川御順越被仰渡御請書写
河村八郎左衛門

○東海道金谷河原町川庄屋：清吉、問屋：三右衛
門等６名連印
●小野田三郎右衛門中泉御役所

東海道筋出水にて川留の節、前後宿々逗留の面々、川明けになれば一同
殺到するので川混雑、混乱が生じる。享保年中、大名は宿到着順に川越は
３組と決めている。大名はこれを厳守すること。このことを川庄屋にもしらせた
もので、このこと金谷宿は一々尤もだということで請書を提出する。

虫喰い斑点
まばら、字欠
あり

原
本

横
半

1 上：１０５

２０９
３７

Ｇ
３

文化１３年３月１３日
（１８１６年）・子

紀州様（端裏書）御参向御小休（紀州様
小休に付拝領金書上）

○なし
●なし

銀２枚：金谷柏屋八郎左衛門、金２分：柏屋弥右衛門、金１分出る：親類・年

匁宛御駕付川越１５人、同７匁５分ずつ川越小頭１０人、金１分宛３人、束ね
て銀１０枚惣川越、右川前に罷り出便に付き下さる、とある。

損傷著しく
要修覆

原
本

状 1 ○
上：１０５
下：８８

２１０
３８

Ｇ
３

文化１３年１２月１８日
（１８１６年）・子

紀州様（端裏書）
○なし
●なし

「金１分宛て：伊奈玄蕃手代５人、銀１０両つつ？下役６人、右金谷川端へ罷
り出候に付き下さる」とある。

要修復
原
本

状 1 ○
上：１０５
下：８８

２１１
３９

Ｇ
３

文化１５年３月１５日
（１８１８年）・寅

（紀州侯通行に付拝領金書上
げ）

○なし
●なし

銀２枚：金谷柏屋八郎左衛門、金２００疋：柏屋弥右衛門、その他金１００疋：
親類・年寄・川庄屋　等２１人、金１００疋宛：９人、銀１０分宛：御駕付川越１５
人、同７匁５分ずつ：川越小頭１０人、金１００疋宛３人、束ねて銀１０枚：惣川
越、以下の者に下さる、とある。

年号文化１５
年は端裏書
要修復

原
本

状 1 ○
上：１０５
下：８８

２１２
４０

Ｇ
３

文政８年３月２８日
（１８２５年）・酉

紀州様御登（端裏書）　　　（紀州侯
通行に付拝領金書上）

○なし
●なし

銀２枚金谷宿柏屋八郎右衛門､金２００疋柏屋弥右衛門　外２名、金１分ずつ
川庄屋等１１人、金２分１人、金１分ずつ６人　同じく３人、銀１０分ずつ御駕
付川越１５人、銀７匁５分ずつ　川越小頭１０人、金１分ずつ３人、束ねて銀１
０枚　惣川越、以上金谷分、とある。

虫喰い斑
点模様
要修復

原
本

状 1 ○
上：１０５
下：８８

２１３
４２

Ｇ
３

天保６年３月２日
（１８３５年）・未

村上助右衛門様御下被下付（端
裏書）（村上助右衛門通行に付拝領金書
上）

○なし
●なし

銀２枚金谷柏屋八郎右衛門、金２００疋柏屋弥右衛門、金１００疋親類・年寄
等２１人、金２００疋虎喜右衛門、金１００疋ずつ状箱持等６人、銀５匁ずつ駕
籠付川越１５人、外虫喰いにて判読不能の箇所あり。

虫喰い
原
本

状 1 上：１０５

２１４
４５

Ｇ
３

天保１５年３月１８日
（１８４４年）・辰

紀州様御登（端裏書）　　　（紀州侯
通行に付拝領金書上）

○なし
●なし

銀２枚金谷柏屋八郎右衛門、金２００疋柏屋弥右衛門、金１分宛親類・年寄
等３１人、金２分宛御駕籠付川越１５人、銀７匁５分宛川越小頭１０人、金１分
宛３人、銀１０枚惣川越、大井川へ罷り出候に付き下さる、とある。

虫喰い
原
本

状 1 ○
上：１０５
下：８８

２１５
４６

Ｇ
３

弘化２年９月２０日
（１８４５年）・巳

紀州様御簾中鶴樹院様御遺躰御登川
端被下方（紀州様通行の際拝領金書上）

○なし
●なし

銀２枚金谷柏屋八郎右衛門、金２分同弥右衛門、金１分宛親類・組頭等３１
人、金２分虎喜右衛門、金１分宛９人、銀５匁宛御棺付川越１５人、銀７匁５
分宛川越小頭１０人、金１分宛３人、束銀１０枚惣川越、これは「大井川へ罷
り出候に付き下され候」とある。

斑点虫喰
い

原
本

状 1 ○
上：１０５
下：８８

２１６
４７

Ｇ
３

弘化３年閏５月２６日
（１８４６年）・午

紀州様顕龍院様（端裏書）　　（紀州侯
通行の際拝領金書上）

○なし
●なし

銀２枚金谷柏屋八郎右衛門、金２分同弥右衛門、金１分宛年行事等２９人、
金２分虎喜右衛門、同１分宛６人　同じく３人、銀５匁宛御棺付川越２３人、同
７匁５分宛川越小頭１０人、金１分宛３人、束ねて銀１０枚惣川越、大井川に
出たので下されたもの、とある。

斑点虫喰
い
要修復

原
本

状 1 ○
上：１０５
下：８８

２１７
４９

Ｇ
３

弘化５年３月２５日
（１８４８年）・申

紀州様御登（端裏書）　　　（紀州侯
通行の際拝領金書上）

○なし
●なし

銀２枚金谷柏屋八郎右衛門、金２００疋柏屋弥右衛門、金１分宛親類・等３１
人、金２分宛虎喜右衛門、金１分宛９人、外　虫欠・紙貼り付きにて開平不
能。

虫喰い多
数
要修復

原
本

状 1 上：１０５

２１８
２３

Ｇ
３

安政３年１２月
（１８５６年）・辰

拝借申金子證文之事

○金谷宿壱割方借主：幸蔵、證人：川庄屋：佐次
右衛門、同八郎左衛門、同問屋：六郎
●島田宿：糀屋平左衛門、同宿世話人：万屋久左
衛門

金１３５両、但し、利足１割５分、これは当暮に川端１割金を請負ったが、その
賄金に差支え、やむなく借用したもの。返済は来る巳年４月とし、揚がり高を
取調べ元利共に揃えて返済する。

虫喰い
少々

原
本

状 1 上：１０５



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

２１９
７８

Ｇ
３

（明治３年）４月２１日
（１８７０年）・午

大井川通船幟印
○島田宿他、大井川辺の村々１０ヶ村
●島田御役所

これは、大井川上流の物産を運ぶための通船に幟印をつけ、他の船が無断
で物産を運ばないように取締の目印としたもの。

原
本

状 1 上：１０５

２２０
６６

Ｇ
３

なし　５月５日・
未

覚
○御本陣　巻　庄九郎
●御本陣：河村八郎次

銭３６貫３６０文、川札１２４文、但し台領共三郎より、内１貫７６０文、尾州様
川輦台分川会所へ渡し、この分引き、金２両也。５月２日受取、とある。

原
本

状 1 上：１０５

２２１
９３

Ｇ
３

なし 人馬賃割賦見合
八郎左衛門扣

○なし
●なし

登り本馬５割、登軽尻５割、登人足５割、下り本馬５割、下り軽尻５割、下り人
足５割、として、それぞれ１４種類の値段を掲げる。それからこれとは別に日
坂へ・島田へ・相良へ・川崎へ･････と近隣町村までの本馬・軽尻・人足之値
段を掲げている。

虫喰い多数
欠字あり、
紙疲弊

原
本

横
半

1 上：１０５

２２２
６１

Ｇ
４

なし
・子

覚
○登り飛脚（處）
●御役頭中

飛脚の運賃が公儀によってはっきりと定められ、これを有難く受入れる、とす
る意味の覚。例：御状箱１本１３２文、並御用枸１棹は人足２人で、１人に付き
２４２文など。

原
本

状 1 上：１０５

２２３
１６２

Ｉ
１

慶応２年３月２１日
（１８６６年）・寅

慶応２寅年３月２１日暁頃出火　　類焼
日記

○東海道金谷宿庄屋：六郎右衛門、年寄：伴右衛
門、※別に、火元人・類焼人総計の署名あり

●道中奉行、　　　　　　　※火元人・類焼人総計の宛
先は中山誠一郎手代：宮本鈔三郎

庄屋・年寄の報告には、本陣も、それから旅籠屋は２５軒、その外総家数６０
軒余類焼とある。その全焼・類焼の家が居住者と供に全て記載されている。

虫喰いあり
紙数２１枚

原
本

竪 1 上：１０５

２２４
２０７

Ｊ
２

なし　４月１９日 （和歌メモ書き）
○松村宗悦
●河村八郎左衛門

卯の元日・２日・３日･･････初子･････････２８日･･･････と、和歌をしたためて
いる。その和歌には註を付してあるものもある。

原
本

状 1 上：１０５

２２５
１６８

Ｊ
２

なし 富士石の記
○なし
●なし

「石あり　そのかたち　ふじの山なせり」　とあって、その註が付してある。
原
本

状 1 上：１０５

２２６
１７２

Ｊ
２

なし （古歌写し）
○なし
●なし

「ますら雄の清きこころも池水に　あらハれてこそ　あらはれにけれ」、とある
原
本

状 1 上：１０５

２２７
159-2

Ｊ
２

なし （俳句　草稿）
○なし
●なし

俳句数句の草稿。
原
本

状 1 上：１０５

２２８
１６９

Ｊ
２

なし （和歌）
○正瑞
●なし

わけのぼる　おくらの山の　こがくれも　卯の花さける比はたとらじ、他２首あ
り。

原
本

状 1 上：１０５

２２９
１７０

Ｊ
２

なし （和歌）
○信寿
●なし

海山のはるけき道はへだつとも　われてわすれし　大和ことの葉、とある。
原
本

状 1 上：１０５



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

２３０
１６５

Ｊ
３

宝永元年６月
（１７０４年）

台子一通覚書
川村八郎左衛門

○なし
●なし

茶の湯（抹茶）の作法覚、・炭仕る時、・台子炭仕様の事、・茶たち様の事、の
見出しと解説。その後に、炭形を図入りで示している。例えば、真の炭形、向
台の炭形、くすれ相手の炭形、風炉の炭、などがある。

虫喰い斑点
紙疲弊

原
本

竪 1 上：１０５

２３１
１６６

Ｊ
３

元治元年７月２２日
（１８６４年）・甲子

禁門之変風聞
○なし
●なし

元治元年７月、長州藩が、形勢挽回のため京都に出兵、京都守護職松平容
保の率いる緒藩の兵と蛤御門周辺で戦って敗北した事件、その概要を風聞
ももとに記したもの。

原
本

竪 1 上：１０５

２３２
１７５

Ｊ
３

（元治元年）７月２３日
（１８６４年）・甲子

（幕末京都騒乱の覚）
○なし
●なし

元治元年禁門の変の戦況報告か。新撰組近藤勇の書いたもの等を綴じて
一冊にしたもの。

虫喰い
原
本

竪 1 上：１０５

２３３
８４

Ｊ
３

なし 当道拾要録同略記
○なし
●なし

「当道略記」・「当道拾要録」と２つの題を設けて、８ポイントほどの小さな字を
墨質で書いている。　紙数１０枚程度か、はりついていて開平できない部分
があり。

虫喰い・欠
字

原
本

横
半

1 上：１０５

２３４
１６３

Ｋ
１

(明治初年）４月２０日 書状
○小路にて：義契
●河村秀俊

①光明山住職が廃寺､帰農を依頼する書状、②同日、同じ趣旨の手紙があ
と１通あるが、こちらの方は、廃寺の寺を学校にすることが一つの話題となっ
ている。

原
本

状 1 上：１０５

２３５
２０

Ｋ
３

明治５年５月
（１８７２年）・壬申

寄留證
（包紙入り）

○第７区副長：吉永七六　戸長：大石八郎次　（下
吉田村）
●第３区戸長・副戸長御中

下吉田村農大石五九衛門次女よし（２４歳）が、御地金谷宿旅籠屋渡世朝倉
専蔵方へ年季奉公で寄留する。よって寄留届けを送る。

原
本

状 1 上：１０５

２３６
２２

Ｋ
３

（明治５年）９月１２日
（１８７２年）・壬申

（奉公中暇免）
（包紙入り）

○第６６区副長：坂本善久郎
●６６区遠江国引佐郡下都田村百姓権六娘：太田いし

太田いしは榛原郡金谷宿旅籠屋渡世の新間彦十郎方に奉公中、暇面とす
る。

原
本

状 1 上：１０５

２３７
１７３

Ｋ
３

なし 北辰一刀流
○河村千十郎
●渡邊太郎

渡邊太郎の北辰一刀流門人証。
原
本

状 1 上：１０５

２３８
１５５

Ｋ
３

なし 札
○なし
●なし

「相馬讃岐守内鞍皆具役人」とある。
原
本

状 1 上：１０５

２３９
５５

Ｌ
元治元年８月
（１８６４年）・子

御請印帳
金谷宿

○当御代官所遠州榛原郡金谷宿名主取締役：八
郎左衛門、組頭：弥八郎、百姓代：源左衛門
●島田御役所

元治元年８月といえば第１回長州征伐のあった年である。公儀は全国町村
に長州附属の浪人立入の際の逮捕を住人挙げて取計うように細かく方法を
指示している。この御触れを請けて金谷宿は、役人連名で厳守実行すること
を誓った。これはその請印帳である。

原
本

竪 1 上：１０５



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

２４０
７１

Ｍ
明治５年３月

（１８７２年）・壬申
２４往還道筋絵図１巻（原）

遠江国金谷町

○遠州榛原郡金谷宿名主：下島弥八郎、組頭：河
村八郎次
●なし（浜松県掛川御出張所）

西方より、日坂宿から金谷宿に至るまでの道筋が描かれ、その間に東大向
村・東佐野郡新田・西佐野新田・東中山・西中山・大鹿村・土橋をすぎて西
上菊川村・東下菊川村・土橋を渡り、西下菊川村・東牧野原村・西牧野原
村・東金谷宿、それから土橋を渡り、金谷宿入口となる。これより西金谷宿か
ら東金谷河原町と続き、板橋を渡り大井川となる。「大宮御所　東京へ行啓
に付き、往還道筋絵図面　浜松県掛川出張所へ差上」（写）とある。

サイズ：２８
×１８９ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０５

２４１
７０

Ｍ
（明治５年）

（１８７２年）・壬申
（金谷宿ー日坂宿迄街道村名
図）

○金谷宿名主：下島弥八郎　組頭：河村八郎次
●なし

西坂宿より金谷宿迄、道法１里２４丁とし、大向村・佐野新田・中山　上菊川
村・下菊川村・牧野原村の名が順に記されている。

原
本

絵
図

1 上：１０５

２４２
７２

Ｍ
明治７年７月２日

（１８７４年）
金谷・日坂間中山峠新開車道書類　図
面１業　手帳１冊

○第３大区榛原郡２４小区金谷宿農：杉本権鞍・同
宿：河村八郎次
●なし

道・険阻・沢川・宿村・田畑・芝地・車道見立地・境界を、色違いで示し、金谷
宿から菊川村を経て日坂宿に至る道を主道とし、中山新道見立地を書き加
えている。小夜中山峠、佐野新田、日坂宿と元官林、大鹿村と元官林等の
記述がある。

サイズ：９２
×１０８ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０５

２４３
７５

Ｍ
明治８年３月
（１８７５年）

（新道切開図）第３
○三栗村：飯塚信包（写）
●なし

「遠江国榛原郡より信濃国伊奈郡八重河内村迄新道切開、則朱経を以って
道とす、分見測量は曲尺１寸を以って１００間と定む」、とあり。

サイズ：５４
×２３４ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０５

２４４
７４

Ｍ
明治８年３月

（１８７５年）・乙亥
（新道切開図）第２

○三栗村：飯塚信包（写）
●なし

№２４３－７５と同じもの。
サイズ：５３
×１９６ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０５

２４５
７３

Ｍ
明治８年３月
（１８７５年）

（新道切開図）第１
○三栗村：飯塚信包（写）
●なし

№２４３－７５と同じもの。
サイズ：５４
×１９７ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０５

２４６
１０９

Ｍ （明治初年）
大井川島田宿堤際より牧野原村境迄
東海道往還３５町３０間

○なし
●なし

島田より大井川を通り牧野原村境に至る間の道路を描く。途中　東方より八
軒屋橋・清水橋・大橋などの記載あり。

サイズ：５６
×２８ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０５

２４７
７６

Ｍ （明治年間） （相良湊築港絵図）
○榛原郡大江村発起願人：紅林孫平、同郡相良
副山町回漕問屋発起願人：西尾太郎
●なし

萩田川を中心に、河巾平均５０間、相良港元橋より港口まで河長５５０間とあ
り、川の両側に砂止め柵、また川の右岸に石油製造所、大江学校がある。

サイズ：２８
×４０ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０５

２４８
１１０

Ｍ なし （絵図）
○なし
●なし

何らコメントなし。相良湊の絵図カ？
サイズ：３５，５
×５２、５ｃｍ

原
本

絵
図

1 上：１０５

２４９
１０６

Ｍ なし （柏屋屋敷絵図）
○なし
●なし

平岡彦兵衛代官所　東海道金谷宿本陣：河村八郎左衛門屋敷絵図面。
原
本

絵
図

1 ○
上：１０５
下：８８



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

２５０
２１８

Ｍ なし （絵図）
○なし
●なし

Ａ：村山絵図１、Ｂ：家水流図１、Ｃ：地域図の断片。Ｃ図は城東郡来福の文
字が見え、この地域図の断片，Ｂ図は山中に小屋（３軒）あり、小屋から小屋
へ誘水している図。Ａ図はまとまった絵図ではあるが場所不明。

原
本

絵
図

1 上：１０５

２５１
217-1

Ｘ （江戸後期） 書状
○（島田宿）桑原古作（霜涯）
●（金谷宿）河村八郎左衛門

桑原古作から八郎左衛門に宛てた書簡２３通を、一面に糊で貼り付けて１つ
にまとめている。古作名２０通、霜涯名２通、名前・署名欠１の、計２３通の私
信。

原
本

状 1 上：１０５

２５２
217-2

Ｘ （江戸後期） 書状
○（桑原）古作
●（河村）八郎左衛門

（桑原）古作から河村八郎左衛門に宛てた書状。古作名２０通、霜涯名１通、
その他署名なし３通の、計２４通を、一括糊づけし１つにまとめている。

原
本

状 1 上：１０５

２５３
217-3

Ｘ （江戸後期） 書状
○（島田宿）桑原古作
●（金谷宿）河村八郎左衛門

桑原古作から八郎左衛門に宛てた書簡、一面に糊で貼り付けて１つにまとめ
ている。古作名１０通、霜涯名１通、名前・署名欠１の、計１２通の私信。

虫喰い・紙劣
化・断片的

原
本

状 1 上：１０５

２５４
２２１

Ｘ （江戸後期） （嶋田宿桑原家書状）
○略
●略

『金谷町所在文書目録』第４集より、分類Ⅹ内目録より、№１９３（寿阿→苾
堂）、№１８０（秦野四郎→桑原伊右衛門）、№２０１（古作→東六）、№２０４
（自香遠山房→苾堂）。

原
本

状 4 上：１０５

２５５
１７８

Ｘ
明治５年５月

（１８７２年）・壬申
慎可守書付之事

○なし
●なし

①渡世の事、１０年以前、みね村より当宅を貰い受け、商売をして来た。以後
商売を大切に守っていく事。②７０歳余の老母を慎みをもっていたわる事。
③縁組したならば国元とは縁なきものと心得、難事を起こさない。以上のこと
常に心がけ守らねばならない。

原
本

状 1 上：１０５

２５６
１７９

Ｘ なし　１月５日 書状
○浜松御本陣：梅屋市左衛門
●島田御本陣：柏屋八郎左衛門

年始の挨拶状。同様の書状で、置塩藤四郎宛のものがある
原
本

状 2 上：１０５

２５７
１８６

Ｘ なし　正月２９日 書状
○古作
●八郎左衛門

江戸への出府の際にお立ち寄り頂きお土産までも頂いたことへの礼状。
原
本

状 1 上：１０５

２５８
２１２

Ｘ なし　２月４日 書状
○前田健助
●大田隼人

過日の書状、御覧いただけないのが残念、なお一考願いたい。ご来話を
願っている。字訓については多くの説があるが、嶋田の字は如何、直接伺っ
ても分かりかねると思う、といったことが記載されている。

原
本

状 1 上：１０５

２５９
１８１

Ｘ なし　２月１２日 書状
○石川依平
●河村秀篤

石川依平が和歌を河村秀篤宛に送ったとする便りで、秀篤や社友の近詠を
拝見したいともいっている。それから、篠屋翁（服部菅雄）とも連絡しあってい
る様子が分かる書状でもある。

原
本

状 1 上：１０５

２６０
１４６

Ｘ なし　２月２３日 書状
○向右衛門
●清五郎

金１両を工面願いたく、これに付き手形を送り、必ずｊ返済するという願書。
原
本

状 1 上：１０５



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

２６１
153-1

Ｘ なし　３月１６日
書状ー急用事ー

（包紙入り）
○嶋田：置塩藤四郎
●金谷御本陣：柏屋八郎左衛門

先日は２丁目までお出で頂きご苦労様、あなたも朝鮮人御休息前で慌ただ
しく、このことお察しする。このことが済んだら休息をかねて数日こちらに滞留
するつもりで来光を願う。一報を待つ。

原
本

状 1 上：１０５

２６２
153-2

Ｘ なし　３月１６日
書状

（包紙入り）
○嶋田町：梅嶋源左衛門
●金谷町：小沢清五郎

２丁目のおよし殿の件、日を追って快方に向かっている。この間は特にご心
をかけたのでお報せしておく。

原
本

状 1 上：１０５

２６３
153-3

Ｘ なし　３月１６日 書状
○二宮平兵衛
●小沢清五郎

この手紙、急用にてお送りする。着き次第早々にお届け願いたい。朝鮮人の
ことでお取り込みのこと察し入るが、以上のこと間違いのないように願う。

原
本

状 1 上：１０５

２６４
１８８

Ｘ なし　４月５日 書状
○西村蘭渓　恭鞍
●河村八郎左衛門

前段はお祝いの手紙文、後段は：去る秋の歌会に出席頂きながら何の風情
もなく失礼した。こちらの歌人も変わりあいもなく歌会も覚束なく真似事ばかり
だ。こちらに御用ある際是非当家にお越し願いたい、などとある。

原
本

状 1 上：１０５

２６５
２１６

Ｘ なし　７月２２日 書状
○積条庵宗悦
●河村八郎左衛門

２通の書状が裏打ちされ巻子にしてある。その１通：めずらしい品物、亀の香
合を貰ったこと、これを茶事に用いた事、あと１通：志戸呂焼をもらったことへ
のお礼状。※　巻子になっている書状の外に、あと１通が同時に巻いてある。

原
本

状 2 上：１０５

２６６
１９６

Ｘ なし　８月２０日 書状
○石川惣太郎
●河村八郎左衛門

７日に至来した書状、西辺に長逗留のため見ることが送れたこと、また先ごろ
相談に預かったも催事は先方へも申し様がなく、折角の頼みだがお断りす
る、とある。

原
本

状 1 上：１０５

２６７
２０３

Ｘ なし　１２月２４日 書状
○なし
●なし

厳寒の節、ますます御壮栄、珍重に賀し奉る。嶋田母方へもよしなに、という
内容。

原
本

状 1 上：１０５

２６８
２１５

Ｘ なし　略 書簡
○（桑原）古作
●河村八郎左衛門

桑原古作から河村八郎左衛門へ宛てた私信で、７通を１つの巻子にしてはり
つけてある。

原
本

状 1 上：１０５

２６９
102-1

Ｘ なし
河村家由緒書扣入袋金谷宿河

村八郎左衛門控
○なし
●なし

嘉永３年８月、五街道宿々御調御廻宿御用御勘定飯田文右衛門様及び荻
野寛様御通行の時の本陣由緒御尋に付き書上げの写し１冊、また今様御妹
和宮様下向の際、本陣絵図を道中奉行へ差し出す旨仰付けられる。（解読
文あり）

原
本

袋 1 上：１０５

２７０
102-2

Ｘ
慶安３年２月１６日

（１６５０年）・寅
御由緒書上

○川上猪太郎御代官所遠州金谷宿御本陣職：河
村八郎左衛門
●御老中様　御奉行様

①権現様が甲斐信玄と合戦の折、私兄河村弥七郎が忠節にてその後諸役
を免除される。②忠節ある家柄ということで権現様上洛の際召し出される。③
忠節したことで金谷柏屋敷、嶋田にも屋敷を拝領のこと、など記載する。№１
０２－２の中に№１０２－３の控あり。

解読文あり
原
本

竪 1 上：１０５

２７１
102-3

Ｘ 正月２６日 御由緒書の内書簡写
（№１０２－２に本文あり））

○酒井備後守
●八九郎左　外人々中

茶阿の局様より嶋田の柏屋屋敷の件に付いては心得ており、その頼みを酒
井備後守が承知した旨の文書の写し。

原
本

状 1 上：１０５



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

２７２
２２２

Ｘ なし 私信
○略
●略

略　※服部菅雄の手紙が一通ある。
原
本

状 5 上：１０５

２７３
２２０

Ｘ なし （石川依平関係文書）
○略
●略

「金谷町所在文書目録」第４集、分類Ｘで、№１８１、１８２、１９５、２１０、は石
川依平から河村氏へ、また、№１９１、１９６、１９７、は石川惣太夫からか河村
氏へ宛てた私信。それから№１７１は和歌書上げ。

原
本

状 8 上：１０５

２７４
２２４

Ｘ なし （嶋田宿桑原家書状）
○略
●略

苾堂が出した手紙２通、霜涯の名で出した手紙が１通、霜涯・桂叢が受取っ
た手紙１通、以上を一括する。

原
本

状 4 上：１０５

２７５
２１９

Ｘ なし・略 私信
○略
●略

「金谷町所在文書目録」第４集所在の分類Ｘで、№１７７、１８３、１８４、１８７、
１８９、　１９０、１９２、１９４、１９８、１９９、２００、２０２、２０５、２０６、２０８、２０９、
２１１．２１３、２１４。これらを一括する。

原
本

状 19 上：１０５

２７６
２７

Ｚ
元禄１０年
（１６９７年）

河村家旧記　御訴訟之下書
○金谷柏屋：河村八郎右衛門
●御奉行所

「河村家宝」と関連するもの。「御訴訟之下書」という表題文書は保存袋中に
は存在せず、軸物の下端部分のみが保存されていた。その下端部分は絵や
字の部分もなく、河村家宝の軸物の下端部分かと推定されてきたらしい。

原
本

軸下
部分 1 上：１０５

２７７
２２３

Ｚ 欠 断簡
○欠
●欠

省略
原
本

状 10 上：１０５

２７８
２２６

Ⅰ
２

明治６年３月
（１８７３年）

請籍之事
（袋入り）

○第３大区２６小区副長：又平孫右衛門
●第３大区２４小区　戸長・副長御中

金谷日傭稼ぎ､北川利七長女「きん」を、家山村農堀井長兵衛が養女として
引き取るので、家山村の戸籍に加える、との通知。

原
本

状 1 上:１０５

２７９
２２５

Ⅰ
６

（明治７年）７月
（１８７１年）・辛未

酒造其外取締并税則御布告
○民部省・大蔵省
●なし

清酒濁酒・醤油の醸造鑑札の授受、収税方法についての規則、第１則～第
７則まである。第１則は新規免許鑑札の件、第２則は免許・鑑札の売買の
件、第３則は免許更新の件、第４則は清酒造高の件･･････と続く。

原
本

竪 1 上:１０５

２８０
２２７

Ⅱ
１

（明治５年）４月１日
（１８７２年）・壬申

地券授与に付検査之法伺
○香川県参事：林茂平
●大蔵省御中

地券授与にはその土地獣類と反別が正確であらねばならない。ところで地券
に伴う検地に付き、従来の検地帳そのものでは実際との誤差があり、正確と
は言えない。必ず、実際の検地をして定めること、とある。

原
本

状 1 上:１０５

２８１
２２８

Ⅱ
１

明治６年８月
（１８７３年）

地券之證
○静岡県参事：南部広矛
●鈴木権七（林持主）

駿河国安倍郡下村の内、字橋沢の険阻、林反別１畝１５歩（雑木立）、この地
代金２２銭也、とある。

紙疲弊
原
本

状 1 上:１０５

２８２
６

Ⅱ
２

（明治５年）８月１９日
（１８７２年）・壬申

書簡
○田邊銀蔵
●河村八郎左衛門

開墾場見分のため、出張願いたく、案内を差し出すのでご了承の程、とあ
る。

原
本

状 1 上:１０５



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

２８３
２３０

Ⅳ
１

明治８年６月１６日
（１８７５年）

（学校退任願）
○掛川学校訓導：飯塚重氏
●大塚（虫欠）郎・河村八郎次

私、検査主任を命ぜられて、今日１６日、金谷学校へ出校すべき処、持病の
眼病が昨夜より更に悪くなり、学校任務が覚束なくなった。このこと大江大属
殿に申告して貰いたい、との願状。

虫喰い：紙
破損・疲弊

原
本

状 1 上:１０５

２８４
２２９

Ⅳ
１

なし （授業内容書上）
○なし
●なし

授業内容、それは、①文章軌範、②和算・洋算、③地理、④文保、⑤国史
略、⑥生理、⑦窮理、⑧７級授業法順序、上田義実とある。上田義実が授業
する当人か？

紙疲弊、虫
喰い・劣化

原
本

状 1 上:１０５

２８５
１６４

Ⅳ
１

なし 了養寺跡
○なし
●なし

第３大区榛原郡金谷宿了養寺跡絵図面。
原
本

図 1 上:１０５

２８６
２６

Ｇ
１

元禄６年６月２９日
（１６９３年）・酉

元禄６年酉６月より天明５年巳年迄　９９

年ニ相成申候　　　　　　　　　　　　浅野
内匠頭様御宿割帳　　　　酉之６月
２９日御泊り　　　　　　　　　御宿割宛　多

儀武太夫殿

○なし
●なし

浅野内匠頭本人が宿泊した訳ではない。その家来５３名の者と、また人間以
外の馬・駕籠等も加えて３３軒に分宿した、その宿割りである。１軒の宿に２名
～３名が分宿している。その中には後の「吉良邸」討ち入り（元禄１５年）」で
お馴染みの不破数右衛門や大高源五の名前も見えるし、また小使や草履
取、足軽なども含まれている。

　
サイズ：３７
×　　１４cm
紙数３枚

原
本

横 1 ○
上：104
下：８８

２８７
外１

Ｇ
１

元禄１０年
（１６９７年）

御訴詔之下書
○金谷柏屋：河村八郎左衛門
●御奉行所

１０年前のことである。大納言様御参向の折り、大井川が満水（川留？）とな
り、この時丁度先様もあって３組同時にこの金谷に足止めとなった。私柏屋
にはすでに九条様のご滞留で手が離されず、大納言様より浜松から大井川
御注進をうけた時、やむを得ず飛脚を持って事情をお知らせした。その事が
不調法と判断され、以来金谷での宿は私以外の所に召し替えとなった。驚
いた私は尾張と江戸の両方に詰めてお詫びお願いに上がったが取り上げて
貰えなかった。殿様と紀伊国様は元来私の所をお宿とされて来た。私の祖先
は、権現様から、特別目をかけてやるようにとの言葉を頂戴している。このこ
とを鑑みて、今回の事はお許し頂き、もと通りこの柏屋を常宿として頂きた
い、といった意味の願状である。
※　文末に次のようなメモ書きがある、「右は３年以前に斯の如く認め、御慈
悲、願上げ奉るべくと存じ奉り候」（原文書き下す）。つまり本状は、訴訟３年
後に後世参考とするため、新たに「写し」等から記したものである。

　
サイズ：
30.5×
105.5cm
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1 ○
上：104
下：８８

２８８
外９

Ａ
３

（明治３年）１０月８日
（１８７０年）・庚午

乍恐以書付御届奉申上候

○金谷河原町百姓代：要平、組頭：左九三、名主
見習：河村弥七郎、金谷宿組頭百姓代：惣八郎、
組頭：八郎次、名主：下島弥八郎
●嶋田御役所

行倒人男１人（三河国、名前は所持品より久助と判明）の着ていた物８種、金
札１分１朱と小銭、それから風呂敷に入っていた品物（１６品目）を列挙して
いる。これは河原町内大井川「普請所堤通り」に行き倒れになっていたところ
を、御普請所見廻りの者が発見した、とある。

原
本

状 3 上１０５

２８９
外２

Ａ
３

明治４年３月３日
（１８７１年）・未

覚
○勢州塩浜村百姓平六倅：平三郎　同人弟：善七
●金谷宿名主・組頭衆御中

平三郎の父平六が旅の途中に、金谷宿旅籠屋清五郎方に止宿中、急死し
た。その時、平六が所持していたもの、粉薬・白足袋、お守り、手拭等、計１８
点を書上げ、これを引き取った、とする受取書。
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本

状 3 上１０５

２９０
外５

Ｂ
２

明治４年２月
（１８７１年）・辛未

乍恐以書付奉申上候

○遠州榛原郡金谷宿巌室神社神主：横山文弥、
金性寺、了養寺、医王寺、洞善寺、国勝寺、利生
寺、大覚寺、長光寺、右宿名主：下島弥八郎、組
頭：村松茂平
●嶋田御役所

この度、社寺の持つ御朱印地等、現在の境内を除いては全て上知（公儀に
提出）せよ、とのこと、承知した、とする請書。
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状 2 上１０５

２９１
外６

Ｄ
４

明治４年２月
（１８７１年）・辛未

乍恐以書付奉願上候

○金谷河原町百姓代：佐藤要平、組頭：仲田源太
郎、名主見習：河村弥七郎、金谷宿百姓代：永井
又五郎、組頭：河村八郎次、名主：下嶋弥八郎
●嶋田御役所

当未年の宗門人別の調査・書上を３月１０日とする、との指示があったが、只
今当宿町は、この春御普請場所が危難に遭遇、材料調達もままならず、その
上当月２５日夜大雨出水、一同夜通しの労働、このような訳で宗門人別書上
げは戌年３月晦日まで日延べ願いたい。

原
本

状 2 上１０５



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番
号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピ

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

２９２
Ｉ ３２

Ｇ
１

安永３年９月
（１７７４年）・甲午

御知人扣帳
○金谷本本陣：河村八郎左衛門（裏表紙）
●なし

諸大名家中、公家門跡の御休泊、上り下りの別、等を記録したもの。その年
代は延宝年間から始まり天和・貞享・元禄（以上１７世紀）、宝永・正徳・享
保・寛保・延享・寛延・宝暦・安永（以上１８世紀）と続き、１９世紀に入っては
文久・元治年間が見える。但し、順不同の配列。１９世紀のものは後から追加
したものか？紙変色、疲労、特に表紙が著しい。

丁数９５枚
原
本

竪
帳

1 ○
上１０５
下８８

２９３
外３

Ｇ
１

明治３年閏１０月
（１８７０年）・庚午

午１１月１７日東京庶務掛より差
越（本陣･脇本陣扱の件）

○民部省
●（金谷宿本陣・脇本陣）

諸宿駅の本陣・脇本陣の名目は今後廃止される。これに関連して焼失その
外諸手当類は一切廃止する、このことを伝えたもの。

原
本

状 2 上１０５

２９４
外７

Ｈ
２

明治３年１２月
（１８７０年）・庚午

覚

○金谷河原町組頭：仲田源次郎、名主見習：河村
弥七郎　金谷宿組頭：河村八郎次、名主：下嶋弥
八郎
●官田水利御役所

①大々桶枠、大桶枠、沈枠、中枠、大聖牛、蛇籠の個数を記し、これは来春
の御普請で必要だと願いあげたもの。②桶枠、沈枠、中枠、大聖牛の個数を
記し、これも来春の御普請で入用、その為１０月に買入れ代金を支払ったも
の。以上のこと間違いないと報告したもの。

原
本

状 2 上１０８

２９５
外８

Ｋ
１

明治３年１１月
（１８７０年）・庚午

遠江国榛原郡金谷宿鎮座　　　　　巌室
神社

○神主：横山文弥
●嶋田御役所

当神社に付き、官庁より報告せよとの指示を受けて書き記したもの。それによ
ると、宮社・拝殿・神楽殿・弓場・表鳥居・内鳥居、これらのサイズを記載、ま
た勧請神名とその年代、祭日・社地面積等々、１８ヶ条にわたり記載し回答し
たもの。

原
本
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２９６
外４

Ⅱ
７

明治４年５月２５日
（１８７１年）・辛未

御尋ニ付乍恐以書付奉申上候
○遠州榛原郡金谷宿百姓：忠吉、差添役人惣代
組頭：河村八郎次
●静岡刑法御役所

百姓忠吉は農間稼ぎに古着商売をしている者であるが、この度河原町藤兵
衛から買取った品物を報告せよとのことで、その品物を書上げたもの。各種
小袖、下着、羽織、反物、袷　等、全部で２９品目を挙げている。

原
本

状 3 上１０８


